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宗谷丘陵地区広域農業開発事業の概要

1. 地域の概要

北緯45度30分lとある宗谷岬は，洋上はるかにサ

ハリンを望む日本最北端の地である。この宗谷岬

から後背に面なる丘陵地は天北原野と呼ばれ， 2 

万数千hal乙及ぶ未聞の地が広がっていた。

地域の開発は， 17世紀後半に松前藩が宗谷場所

を置き，北見6郡を統轄した時に始まり，以来，

漁業開発が進められてきた。また，乙の宗谷一帯

は，北辺警備の要衝とじて重視される特殊事情も

あった。

一方，農業は松前藩の奨励にもかかわらず，遅

々としてその開発は進まず，わずかに数町歩が農

耕に供されているに過ぎないと当時の状況を市史

は伝えている。その後，長い空白時代が続いだが，

19世紀も終りの明治3咋に至り，国有未開地処分

法制定が契機となって，まず大資本による農業進

出がなされた。以後，拓殖計画，緊急開拓と名を

変え形を変えながら連綿として開拓の鍬が打ち下

ろされ，宗谷管内及び乙れに続く留萌管内北部は

現在では大酪農地帯を形成するに至ったが，その

中にあって宗谷丘陵の→本は依然として取り残さ

れたままであった。

近年になり，それまで順風満帆で発展してきた

漁業も種々の社会情勢変化でかげりが見え始め，

あらためて農業開発が見直され，乙乙宗谷丘陵地

域に大規1莫に広がっている土地資源の活用が論議

されるに至った。

2. 地域農業開発構想の策定

また，乙の頃の我が国を見渡せば，高度経済成

長の中で国民の生活水準の向上も著しく，畜産物

需要も年々高まっているという状況にあった。
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乙のような中で，新北海道総合開発計画が策定

され(昭和53年2月28日閣議決定)，その推進方

針の項の中で「根釧・天北の土地資源に恵まれた

酪農地帯においては，大型酪農経営を中核とする

高生産性経営群と，生産生活諸施設を機能的に配

した酪農村の展開を目途に我が国最大の犬家畜畜

産地域としてその開発を進める。特に天北におい

ては広大な開発適地の活用を図り，開発可能地に

乏しい地域における畜産の生産拡大に資するため，

それらの地域と連携した生産拠点としτ機能させ

るものとする。」とされた。

更に，乙れに先立つて北海道において策定され

た北海道発展計画昭和52i手7月道議会承認)で

は，農業振興の項の中で， i天北地域広域農業開

発の促進jを取り上げ， ，1本道の酪農，畜産の安

定的な発展を図るため，広大な開発適地を擁する

天北地域において，大規模な酪農，畜産基地の建

設を積極的に進める。」と方向づけた。

乙のように，本地域の農業振興の方向は，畜産

的開発を住として，北海道農業の発展を図るとと

もに，可能な限り圏内の農業生産力を高め，食糧

の自給率向上を目指し，国民食糧の供給という国

家的要請を担うものである。

一方地域の産業は，公共事業に大きく依存して

いた。乙のような産業体質を早急に改善し，地域

生産諸活動の永続的発展を実現する手段，すなわ

ち地域産業の主導部門たり得るものを地域に見い

出そうとすれば，それは生産性の高い大規模な草

地を主体とした畜産地帯を形成するζととなるで

あろう。

地域には，大型草地畜産経営群を創出するにふ



さわしい広大な未利用土地資源が賦存し，地域畜

産は極めて大きな潜在的発展力を有している。乙

れを基幹産業として地域の社会経済における重要

な役割を果しながら安定的に発展させるには，そ

の潜在的発展力を充分発揮して，農業径営の安定

と農家生活の向上に努め，魅力ある農業を確立す

ることが重要である。

乙のような背景のもとに，乙乙天北地域を酪農

・畜産の一大生産地として一層の発展を図る必要

があった。

3. 天北北部地域広域農業総合開発基本

調査の経緯

北海道開発局は，昭和必年度から宗谷管内市町

村及び留萌管内北部の幌延町，天塩町を対象とし

て開発可能地の把握とこ乙における農用地開発等

の事業化の可能性を検討するための広域農業開発

基本調査Ga称「一般広域J)を実施してきた杭

乙のうち天北地域内の開発可能地のおよそ半分に

当たる 24，000haの豊富な開発適地を有し大規

模な開発が見込まれ，農用地開発公団による広

域農業開発事業の実施が可能と判断された天北北

部地域(稚内市，猿払村)を対象に，昭和52年度

から広域農業総合開発基本調査Ga称附定広域)

を開始した。その結果，宗谷丘陵地区，猿払西部

地区，曙地区，声間川下流地区，及びポロ沼周辺

地区の5地区を大規模開発候補地区として設定し

。
た

なお，当時北海道における広域農業開発事業の

先発地区としては， 1:新酪農村建設」としても知

られる根室区域が事業実施中(昭和49年.......58明支〉

であった。

4. 宗谷丘陵地区の調査〈精査)について

(1)調査の経緯

天北地域広域農業総合開発基本調査により大規

模開発候補地区として設定された5地区のうち，

比較的土地所有者の協力が得られやすいと見込ま

れた宗谷丘陵地区(およそ 10，000ha) につい

て，昭和日年度から広域農業開発事業基本計画樹

立のための調査(精査)へ移行した。

宗谷丘陵地区は，当時としては当面開発が見込

まれる唯一の大規模地区であり，北海道発展計画

及び新北海道総合開発計画に即し，乙乙lと公共的

利用牧場等の濃密畜産生産団地を建設する乙とと

した。

天北地域の農業は，酪農を基幹として発展して

きたが，今後は地域の酪農経営から豊富に生産さ

れる手L雄子牛に肉用牛としての活用を一層促進す

るとともに肉専用種の導入も行い，安定した畜産

経営の確立を図る必要があるD

乙のため地域内の未利用山林原野を開発して肉

用牛公共牧場等を創設し，乙れを通じて地域畜産

農家の経営規模拡大と所得の向上を図り，肉用牛

の濃密生産団地を建設する乙ととした。

なお，事業の実施に当っては!地域に適応した

生産技術体系の確立を図りつつ推進する乙ととし

た。

宗谷丘陵地区の開発にあたっては，第 1期~約

2，500 ha 納用牛の公共育成牧場)，第2期~

約3，500ha 約用牛の公共育成牧場+肉用牛入

植)，第3期す句4，400 ha (乳用牛育成牧場+

酪農入植+組飼料生産牧場)に区分し，畜産情勢

等に対応して段階的に事業化を推進する乙ととし

た。

そして昭和57年度には第 1期の約2，500ha に

ついて調査が進み，又，用地調達のめどがついた

ので乙れについての基本計画を策定した。

なお，第2期ー第3期については第 1期にひき

続いて事業化に向けての調査を実施していると乙

ろである。

円，，山
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表-1 宗谷丘陵地区の調査経緯

昭和 48- 51年度 昭和 52- 53年度 昭和 54- 55年度 昭和 56年度 昭和 57年度 昭和 58年度以降

l広廿37H間話器?査トlA
稚内市外8カ町村を対象地域と

して開発可能地の把握と事業化の

ための調査を実施した。

-対象地区面積 4，742iaJl 

-開発可能地

• 9カ市町村

48，OOOla 

稚 内 市

猿 払 村

浜頓別町

中頓別町

歌登町

枝幸町

豊富町

幌延町

天塩町

天北地域の中で開発可能地が特 2ヶ年間基本調査を実施し，その 精査を実施した結果，用地調達 入植計画を当面除外し，肉用牛 -全体実権指十 858年度

11:多く賦存し，事業化の可能性が 結果，用地調達の見通しが得られた 及び開発方式が概定された区域約 の公共牧場の建設を目途とした基 -事業実施

高い区域について，広域的土地利 およそ 10，OOO.taについて基本計画 3，50似aの開発構想(案)を作成 本計画を樹立した。 859年度-863年度

用の観点から開発方向を検討する 樹立のための申請(知事→農林水産 しTこ。 -地区面積 約2，50 O.ta (5カ年間予定)

ため特定地域として調査を行った 大臣)を行い調査を開始した。‘ -地区面積 約3，500，(a -造成面積 1;400.ta 

・対象地域f稚内市
猿払村

1.356iaJl 

11 ・開発可能地 24，000，(α 

-地区面積およそ 10，000μ -造成面積 2，OOO.ta -Z面積 6.2o O.ta 峨 )-卜l→|色丘陵地区|
I _ I <特定) Iム (特定) I 
一寸 天北北部地域 I - I 1 天北北部地域調査 I 11基本計画樹立の残区域について| 基本計画樹立の残区域について

(継続) 川事業化推進のための諸調査と合せ |は事業化を推進するため，地区を

円広域農業脚本調査什問問丘陵…いた 轄吋棚一定し乙叫れ叩噛冬側鵬鵡一(舗実姐「証l門鵬的仰M…iκ阻悶と屯噺区酎分乱し翻酷
天刻北ヒ凶地主境主(←-蝦船) I 11残り 14，仙000μ州lにζついて周地調逮. らの精査地区移行への可能性幽lζ白つ 11試験駒〉を実施した。 Iる。

H土地利用方式を検討じ事業北のため いて調査を進めた。 川 ・地区面積およそ 7，900μ | ・地区面積およそ 7，900μ

特定地域のl市1村を除く 7町リの可能性調査を行ったo I J ・造成面積 4，800.ta I ・造成面積 4，800.ta 

を一般地域として調査継続し農地

開発事業地区の事業化iζ向げて推

進調査を実施した。

・対象区域盛宮町外7町

3，3861al 

-開発可能地 24，000μ 

点…査円主地域調査HHL調査卜JAb-l
農地開発事業地区の推進のため地 前年度と同じ。

前年度と同じ
前年度と同じ

区推進調査を行った。

品調査卜~(主地域調査|
前年度と同じ



表-2 宗谷丘陵地区土地利用計画(構想)

区 分

項 目 全 体 備 考
第 1期 第 2期 第 3期

A-a A.-a A-a la 
公共牧場(乳雄) 1，500 1，1 0 0 400 一 第 l期 1牧場，第2期1牧場

農
H (肉専) 1，300 300 1，000 第 l期1牧場，第2期2牧場

用 11 (乳育成) 800 一 一 800 第3期2牧場

地 個別入植(肉牛) 900 一 900 一 60的戸.......15戸

ヱ15-コ H (酪農) 1，200 一 1，200 60la;戸.......2 0戸

成
公共農場(粗飼料〉 500 一 一 500 1農場

言十 6，200 1，4 0 0 2，300 2，500 

施 設 用 地 115 

道水路用地 160 

防災用地等 3.925 

地 区 面 積 約10，40 0 約2，500 約3，500 約4，40 0 

表-3 事業計画及び事業費(構想)

事 業 種 目 全体量 第 1 期 第 2 期 第 3 期 備 考

基
農用地造成 6，200 A-α 1，400 2，300 2，.500 

盤 道 路 74.8 伽 21.3 27.，5 26.0 幹・支線

整 雑用水施設 72:9 伽 39.7 25.0 8.2 送・配水管

備
防 災 施 三目玉月ζd 119ケ所 29 40 50 谷止工

個 J.llj 入 植 35 戸 一 15 20 肉牛，酪農

経 公 北 牧 場 7牧場 2 3 2 乳雄，肉専，乳牛育成

戸邑主4与 粗 飼料生産農場 1農場 一 一

隔 障 物 700 伽 200 243 257 
施
農機具導入 l 式

設 電 企メ<t 導 入 33.2 伽 11.2 13.0 9.0 新設，改修

等 附帯施設整備 1 式

家 畜 導 入 1 式 一 肉専用種

事 業 費 36，000百万円 7，500 13，700 14，800 

4-



(2) 宗谷正陵地区舗 1期〉の概要

(地形)

宗谷丘陵地区悌 1期)は，丘陵，台地及び低

地の 3地形区に大別できる。丘陵は 20--170m

程度の標高で，ゆるい起伏に富んでおり，地区の

大部分を占める。全体として半島部の背梁に向か

つて高度を増しているD 丘陵の主要部分は平担な

いし緩傾斜であるが，小河川が入り込み，複雑か

っ急峻なU字状の谷地形を形成している。台地は

丘陵周縁部と山間部にあり，標高 20--100mの

平担~緩傾斜地となっている。低地は狭長な形で

河川沿いに分布している D

(地質，土壌〉

本地区の地質は主に洪積世に堆積した凝灰質砂

o也区而H'(y;'.J1 0 ， 4 0 0 ha ) 

X1φ 
1r; 

，.、
H 

ィ巧

図-1 宗谷丘陵地区全体計画概要図

岩であり，土壌は酸性褐色森林土を主体とし，一

部に疑似グライ土及び褐色~灰色低地土がある。

ち密な構造を有する下層土がかなりの面積に分

布しており透水性が悪いので，乙乙を造成するに

は心土破砕が必要で、ある。又，疑似グライ土は排

水不良な湿性土で=あるので，暗渠排水の必要があ

る。土壌のPHは4.8--5.2，燐酸吸収係数は，

880 --1;342mg/1009となっており，石灰質.

及び燐酸質の土壌改良剤の投入が必要である。

なお，土壌中の粘土含量については牧草の栽培

上適正な範囲にあり，土層も厚く，磯岩量も少な

いので乙れらに関する草地の造成及び管理上の問

題はない。

区'::::::::.:，1地区界
幹線道路

支線道路

公共牧場施設

祖飼料生産農場

個別入植

既設道路

開発道路予定線

口
A 

• 
-5 --



調製に際して，風によって飛散し乙れによるロ

スが多くなるとともに冬期においては牛の越冬環

境そのものに大きな影響を及ぼすほか，パドック

及び畜舎内等に雪の吹きだまりができやすい等の

問題を生ずる事となる白

G基本構想)

本事業により宗谷丘陵に広がる未墾地約2，500

haのうち造成可能な1.425haを造成して牧草地

係草地，放牧地，兼用地〉とし，乙乙lと肉用牛

の公共育成牧場を建設する。

乙の公共育成牧場は宗谷管内(利尻，礼文を除

く)7市町村及び関係農協の出資iとより設立され

る「宗谷畜産開発公社JIとより運営される。

当公社においては，乳用雄牛部門及び肉専用種

部門を置き，乳用雄牛部門においては管内酪農家

から雄子牛伴間 3，17 5頭)の預託を受け， 16か

月令又は22か月令まで育成し，肥育もと牛として

6気象〉

本地区は日本最北端に位置し，夏は冷涼である

が海流等の影響もあり，冬は北海道としては比較

的暖かい方に属する。過去3昨聞の資料によると

盛夏の8月の平均気温は190C，最高気温の平均は

220Cとなっており，内陸地帯の帯広と比較すると，

平均気温で 1oC前後，最高気温の平均で30C前後

それぞれ低くなっている。真冬の2月では平均気

温は-6 oC，最低気温の平均は-80Cとなり，帯

広とでは平均気温で20C前後，最低気温の平均で

70C前後それぞれ高くなっている。これらを総合

すれば海洋性気候の影響で夏は冷涼，冬は比較的

温暖であると言える。

なお，本地区の気象に関して特筆すべきことは，

一年を通じて風が強い乙とであろう。風がある乙

とは夏期における牛の暑熱によるストレスを軽減

する効果を有している。しかし強すぎる風は乾草

」
i
ート

f
t

↓
 

陵丘
l
十
丘
陵

低
地

4
丘
陵

低
地
件丘陵

低
地

4陵丘

↑
 

2∞ 

100 m 

0 

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

宗谷丘陵地区の地形図-2
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農家に供給する。なお，乙乙における常時飼養頭

数は 2，485頭，又，年間出荷頭数は 3，066頭とな

る。一方肉専用種部門においては外国種肉用牛

(へレフォード，アバディーン・アンガス)の繁

殖を行い，繁殖雌牛248頭，種雄牛 7頭を飼養

し，乙こから生産される子牛のうち雌牛について

は繁殖牛の更新分を除く年間74頭が地域畜産農家

に供給される。雄子牛については， 22か月令まで

乙こで育成し，年間 122頭が肥育もと牛として農

家に供給される。

乙の牧場における肉牛飼養は，肥育もと牛の育成

(乳用種，肉専用種)においても夏期においては

放牧を取り入れる等，乙乙で生産される牧草を有

効に利用した組飼料主体型の飼養方式となってい

るD

畜舎についても可能な限り簡素なものとする方

針とし，耐寒性が強いという牛の特性を最大限に

宗谷岬

7Jミ

谷

湾

活用し，開放式牛舎も一部に採用することとした。

5. 農用地開発公団による事業の実施

宗谷丘陵地区(第 1工区)は，北海道開発局に

より基本計画書集)が作成され，農林水産大臣

に提出された。農林水産省における計画内容等の

審査の後，農林水産大臣により基本計画の樹立が

なされた。

乙れとともに稚内市から事業実施の要請書が道

知事に出され，乙れを受けて道知事から乙のとと

に対する申請書が農林水産大臣に提出された。乙

れにもとづ、き農林水産大臣は事業実施方針を定め

る等諸手続ののち，農用地開発公団に対し事業の

実施を指示した。

乙のようにして昭和57年に本地区は農用地開発

公団による事業の実施という段階へと進むことと

なった。

オ

ホ

、y

ク

海

図-3 土壌図
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公団においては先ず，北海道開発局が作成した

基本計画書をもととし，さらに専門的な検討を加

えて事業費は土地基盤整備に46億7百万円，農業

用施設整備に13億 2百万円，農機具導入1[.1億 6

千 7百万円，家畜導入に 8千百万円等総額で75億

円，工事期間は昭和6拝までとした事業計画を作

成し，農林水産大臣の認可を受けて昭和59年に工

事に着手した。

(1)草地造成

草地造成においては，造成予定地の現況地形が

比較的良好なため，採草地，兼用地，放牧地共l乙

宗

谷

湾

山成工法を採用した。採草地，兼用地は牧草収穫

等のための機械走行，作業性等を考慮し，傾斜区

分の I級地(傾斜8
0

以下)を，放牧地は I~rr級

地傾斜15
0

以下)を乙れにあてた口

なお，造成地の周囲及び地区内に入り込んでい

る小河川の周辺にかけては，崩落の防止及び造成

時及びその後における土砂の流失と乙れによる河

川並び、に海、洋の水質汚濁を防止するための土砂拝

止林，水質保全林等を残置する(現況林地をその

まま残し，その機能を発揮させる)乙ととした。

宗谷岬

凡

仁二二3

E二コ
ト....0.→

例

オ

ホ

海

図 ~4 .宗谷丘陵区域(第 1エ区)概要図
@囲

地区界

農用地造成

計画道路

雑用水施設

送・配水管路

電気導入施設

公共牧場施設

既設道路

開発道路

合
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造成予定地の現況はほとんどが笹地であるが，

以前は林地であった乙ともあり，埋木，風倒木が

あるのでまず乙れを除去し，その後笹をチョッパ

ーで粉砕処理し，耕起する乙ととした。乙れは現

植生である笹を土壌改良のための有機質資材とし

て有効に活用する乙ととしたものである。

不透水』性土壌地帯で=はノマンブレーカlとより心土

破砕を行うこととしたo

播種する牧草については，乙こが比較的温暖な

気候ということで，採草地はオーチヤードグラス

を主体とし，乙れにまめ科牧草としてラジノクロ

ーパーを混播し，放牧地においてはオーチヤード

グラス， トールフェスクを主体とし，乙れにシロ

クロ←パを配した。兼用地においては，採草地と

の収穫時期の重なりを避ける乙と等も考慮し，ヂ

モシー主体の草地とし乙れにメドーフェスク，ラ

ジノクローパを混播する乙ととした。

地区造成予定範囲

造成地 t 造成地

防風施設 (採草主体) (放牧主体)

o，~，....， 8。 80 ...，_ 150 

土塁

(2) 畜舎，施設

畜舎等の施設を設置する基地は，管理運営の便

等を考慮し，メインセンター 1か所，サブセンタ

ー3か所(肉専用種部門 1か所，乳用雄牛部門2

か所)を設置する。それぞれの設置場所は開発道

路，幹線道路の近くに設置する口

畜舎は極力コストを安くする乙ととし，乳雄の

育成舎 (10棟〉のうち，育成前期牛を飼養するも

の (6棟)及び肉専用種繁殖牛用の牛舎について

は開放式牛舎を採用する。閉鎖型牛舎(週常言う

と乙ろの牛舎)についても農業用PT型ハウスの

構造を採用する等建築コストの軽減に努める乙と

とした。

(3) パイロット牧場について

この事業により建設される公共育成牧場は，宗

谷丘陵という厳しい条件の下に新しい技術 C公共

育成牧場による肥育もと牛の育成，粗飼料主体と

とした肉牛飼養，簡易畜舎による屋外での越冬等)

土砂汗止林

崩落防止林
(谷頭保全含む) 水質保全

15。 片側30汎 --50汎

現植生(笹及び疎林)

ヤナギ、ヤチハン

現況河川

図-5 防災計画概念図
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を適用した運営を行おうというものである。乙の

ため，公団は工事着工に先立って「宗谷丘陵区域

肉用牛経営パイロット牧場」を設置し，

①粗飼料の簡易調製・貯蔵技術と給与方式

②家畜の周年飼養技術

③ 簡易施設利用による育成・肥育技術

④ 草地の造成・管理利用技術

等に関する調査と実証展示を行うとととした。パ

イロット牧場の設置期間は昭和5昨から60年とし，

その管理運営は公団が稚内市に委託(稚内市から

4陪宗谷畜産開発公社に再委託)し，乙乙にお

ける調査は北海道に委託して行う乙ととした。ま

た，乙のパイロット牧場の施設は調査終了後には

事情によって建設される公共育成牧場の-----1mとし

て→本的に利用する乙ととしている。

なお，乙のパイロット牧場の運営と調査に関す

る検討を行うために，行政機関，試験研究機関，

大学等の専門家による f宗谷丘陵区域肉用牛経営

パイロット牧場検討委員会Jを設置した。

乙れまで乙乙で調査試験した結果の-----1mを次に

紹介する。

(牛舎等施設関係)

乙乙においては，

①閉鎖型牛舎における牛舎内部への雪の吹き

込みによる飼料の品質の低下鍾潤化〉と牛

房の汚れ

②開放型牛舎については，

雪の吹きだまりによる牛房・水槽の使用

不能

パドックにおいて雪の吹きだまりができ，

利用面積が減少し，またパドック柵が無効

化する

パドック柵，草架のためパドック内除雪

が困難

等の問題点が提起された。

乙れらに対しては風洞実験等lとより，防雪柵の

設置や，牛舎構造の細部の検討を行い，施設の改

善を図る乙ととした。

(飼料の調製利用関係)

飼料の調製利用に関しては，

①乾草調製時における強風の影響lとよりロス

が多くなる乙と

② ローノレベールサイレージの被覆が強風によ

り破損すること

等があげられ，乙れに対しても損失を少なくする

対策が検討されており，例えばパンカーサイロに

よる高水分サイレージの導入についても検討して

いるところで=ある。

(家畜の飼養管理)

冬期における肥育牛の飼養については，乳用種

の増体が開放型牛舎で低下し，肉専用種に比べて，

耐寒性に劣ることが伺えた。このため乳用種肉用

牛の越冬は閉鎖型牛舎の方が適していると思われ

る。なお，肉専用種肥育牛については開放型牛舎

での越冬は充分可能と思われた。

また，晴育牛の飼養におけるカーフハッチ，ス

ーノマーノ¥ッチの有用性が確認された。

パイロット牧場において調査され，方向づけら

れた乙とについては今後の公団による事業の実施

や宗谷畜産開発公社による管理運営に役立てる乙

ととしている。

6. 今後の天北北部地域開発の方向

宗谷丘陵地区の第 l期については，これまでに

も述べてきたとおり，現在事業が実施中であるが，

第2，第3期についてはまだ調査の段階にある。

乙乙においては用地調達の点ともに，畜産をめぐ

る情勢が厳しいという乙ともあり，早急かっ急激

なしかも大規模な畜産的開発は現状ではなかなか

難しいという問題もある。乙のため，第2期以降

については用地調達について努力するとともに，

畜産情勢の動向や，また第1期の成果を踏まえな

がら事業化を図る乙ととしている。

しかし，牧草を始めとする粗飼料を有効に活用

-10-



表-4 宗谷丘陵区域(第 1エ区)の計画概要

全体実施設計昭和57・58年 工期昭和 59~63年

現況地目別面積似φ 土地分類(農用地造成分) (.，tα) 地形

山林原野 その他 メELヨ 計 1級地 2級地 3級地 4級地 メ仁ヨλ 言十
丘陵及び

現 台地

208 1. 234 一 1.442 
2，550 。2，550 ( 14%) 86%) (ー) ←) (100%) 地質

況 土 地 所 有 状 況
凝灰質砂岩

所有区分 国有林野 公有地 公社有地 法人有地 個人有地 計 土壌

酸性褐色

面 積
.，tα .，ta .，ta .，tα .，ta .，tα 

森林土
等 828 164 942 40 576 2，550 

使す用る収権益利 賃借権 使所用賃有借権権 使用賃借権 使用賃借権 使用賃借権

土用 採草地 採兼草用放牧地 放牧地 施設用地 小計 道路敷等 防風施設 防災林 メELコ 言十

地計
41孔3包 20A6 a 80A6 a 147 La l，44a2 q 2A9 α 543 La l，O2A6 包 2，55A0 α 利画

農 農用地の種類 採草地 兼用地 放牧地 牧場の目的公共育成牧場
用 (肉用牛)
地 傾 斜 80 以内 80 以内 15 0以内
iとi5

成 造成工法 山成工法 山成工法 山成工法 経営主体 宗谷畜産開発

公社
種 目 事 業 量 事業費(千円)

創

受益農家 宗谷管内一円
1. 土地基盤整備 4，6 0 7，000 

農用地造成工 1，4 2 5.，tα 1，4 0 1. 0 0 0 設 設置カ所 1カ所
道 路 工 18.41cm 1，1 4 1， 0 0 0 

事 雑用水工 42.21cm 63 3，000 経営面積 ..ta 
防 災 工 1式 789，000 牧 採草地 413 
施設用地造成工 16.5.，tα 1 03，0 0 0 兼用地 206 

放牧地 806 
2. 農業用施設整備 1，302，000 場 言十 1，4 2 5 
畜舎・サイロ等 1式 711，000 

隔 障 物 200伽 1 9 2，0 0 0 飼養頭数 頭

業 電機通信施設 1式 29，000 の 肉用牛 3，220 
食肉加工施設 1式 37 0，00 0 (乳用種) 2，510 

(食専用種) 710 
3. 農機具導入 l式 1 67，000 概

4. 用地及補償・測量試験 788，000 畜産物出荷計画 頭

5. その他 要
育成牛 2，950 

1，09 5，000 繁殖素牛 70 

費 肥育素牛 120 
~ 計 7，4 1 9，000 

t 
枝肉 55 

6. 家畜導入 263頭 8 1，0 0 0 

総 ~ ヨ 計 7，5 0 0，0 0 0 

注:全体実施設計段階における検討の結果，家畜飼養頭数等細部においては北海道開発局による基本計画と多

少異なる場合がある。

t
1ム

寸
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表-5 農用地開発公団事業の内容、採択基準と国庫補助率

事業の

区分
率事業の内容 採択基準 国 庫 補 助

広

域

農

業

開

農用地なと、の造成を中心と

して、大規模な畜産経営など

の創設・育成および共同利用

牧場の建設などにより、飼料

基盤の拡大を通じて、地域の

農畜産物の生産の合理化を図

り、農畜産物の濃密生産団地

を建設する事業

農用地造成面積

500ha以上
周辺地域の未墾地など

の面積 3，000h a以上

(1) 農用地などの造成事業

a 農用地等造成

75 (70 %以内〔北海道80(70 )局以内〕
b a IC:附帯して施行する区画整理など

40~45%以内〔北海道40'"55 (50)労以
内〕

c a IC:附帯して施行する土地改良施設の新設
-改良

40"'50%以内〔北海道40"'55(50)労以
内〕

(2) 土地改良事業

a 農業用用水・農業用排水施設
60(55)%以内〔北海道85(75)労以内〕

b 農業用道路

65(60)労以内〔北海道70(65)%以内〕
c 交換分合

40労以内〔北海道40%以内〕
(3) 農業用施設整備事業・農機具等導入事業

45%以内〔北海道50%以内〕

畜

種

複

合

型

事

業

畜

産

基

地

発

事

業

牛およびその他の家畜の飼

養のための農用地の造成を中

心とし、家畜排せつ物の土地

還元利用などを基軸とする乙

れらの家畜の有機的な結合を

通じて、農畜産物の生産の合

理化を図り、農畜産物の濃密

生産団地を建設する事業

農用地造成面積

150ha以上
家畜飼養頭羽数

1 0，000頭以上
(豚換算)

周辺地域の未墾地など

の面積 1，000ha以上

60(55)%以内〔北海道65(60)箔以内・
沖縄県75(，%)必以内〕

l 牛の飼育のための農用地の
建1...1
単|造成と、乙れにあわせておこ

ー|なう農用地聞における地目変
設 1.，.，.1
畜|換または林間放牧地などの利

種|用の促進をお乙なうととによ
事 1:='1 
型|り、農畜産物の生産の合理化

事|を図り、農畜産物の濃密生産
業 1::I 
業|団地を建設する事業

農用地造成面積が150
ha以上であり、かっ、
林間放牧地面積の泌の

面積をあわせて

500ha以上
周辺地域の未墾地など1(2)
の面積 3，000ha以上

(1) 基本施設整備事業

a 農用地等造成

75 (，%)%以内〔北海道80(70)%以内〕
b 林開放牧地整備
65 (60)%以内〔北海道70(65)箔以内〕

農業用施設整備事業

45%以内〔北海道50%以内〕
(3) 農機具等導入事業

45~ぢ以内〔北海道50%以内〕

干 l 干拓予定地における農用地
拓 |の造成を中心として、周辺地

担 l域の農業経営と相互にその副
亙 |産物を利用しあうなど、生産
産 |面における密接な連けいをと

胃 |りつつ営まれる乙とになる大
器 |規模な畜産経営等の創設・育

福一|成を通じて、地域の農畜産物

事 |の生産の合理化を図り、濃密

目撲 |生産団地を建設する事業

( )は昭和60年度における補助率

農用地造成面積 1(1) 農用地等造成事業
150ha以上 .72(65)%以内

(2) 農業用施設設置事業

45%以内
(3) 農機具等導入事業
45労以内

n
，L
 

白北海道では現在実施していない。



表-6 北海道における農用地開発公団事業の実施概要(昭和60年度)

農用地造成等面積
区分 区域名 関係市町村名 区域面積 主な事業内容 工 期 総事業費

区 分 面 積
.la 
採放草地牧及地び

畠品 年度
7百;4万1円9 

広 1，4 2 5 公共肉用牛育成牧場の設置

域 宗谷丘陵 稚内市 2，550 施設用地 17 59~63 家畜導入 81 
農

業 言十 1，4 4 2 計 7，500 

開
信Y土'e 採放草地牧及地び 15，1 53 ①酪農経営・肉用牛経営の創設育 (国営1を715含む〕

発 根室市，別海町 成 (48) 
事 根 室 73，949 施設用地 118 49~58 

業
中標津町 ②公共肉用牛肥育牧場等の設置

家畜計導入93，50一0 了 言十 1 5，271 ③交換分合事業

事 採放問草地牧料及地畑び 495 肉用牛繁殖・肉用牛一貫経営の創
業 15 設育成

2，933 

実 足 寄 足寄町 799 小計 510 (単一畜種型) 60~62 家畜導入 ー

施 施設用地
計

中
t 2，933 

計 511 

全 採放伺草地牧料及畑地び 509 ①公共育成牧場の設置

体
上士幌町，士幌

23 ②酪農・肉用牛経営の創設育成 2，910 
実 小計 532 (単一畜種型)
十勝北西 町，鹿追町，足 613 61~63 家畜導入
施 施設用地

設
寄町

林間放牧地 54 計 2，910
畜
言十 言十 587 

採放施草設地牧用及地地び 644 ①肉用牛経営の創設 ， 2， 5~ 3 

産 大 ξ三Fヨ 上川町 1，652 
8 ②公共肉用牛放牧・肥育牧場の設

家畜導入
置

50~53 
林開放牧地 322 

言十 974 (単一畜種型) 言十 2，533 

基 採放施草設地牧用及地地び 463 ①肉用牛経営の創設 1，947 

@公共肉用牛放牧・肥育牧場の設
上川北部 名寄市

5 
家畜導入1，4 8 6 51~53 一

林間放牧地 304 置
信7士E・ 言十 772 (単一音種型) 計 1，947 
地

採放施草設地牧用及地地び 433 ①公共肉用牛放牧場の設置 1，933 

白 老 白老町
6 ②共同肉用牛肥育牧場の設置

53~54 家畜導λ 66 1，555 
林間放牧地 @肉用牛経営の育成

建
1，092 

計 1，531 (単一畜種型) 言十 1，999 

採放草地牧及地び 501 ①公共肉用牛放牧・肥育牧場の設 5，441 

設 南羊蹄
ニセコ町，留寿

659 施設用地 28 
置

53....，.56 家畜導入 177 
都村，真狩村 @肉用牛・養豚経営の育成

言十 529 (畜種複合型) 計 5;618 

事 採放施草設地牧用及地地び 527 ①共同肉用牛肥育牧場の設置 2，7'35 

池 豊 池田町，音更町 963 
6 ②肉用牛繁殖経営の育成

55~57 家畜導入 175 
林開放牧地 429 (単一畜種型)

業
言十 962 計 2，910

採放草地牧及地び 316 ①共同肉用牛肥育牧場の設置 4，940 

了 津別町，東藻琴 ②共岡崎育牧場の設置
tiii 栄 442 施設用地 10 55~58 家畜導入

村 ③肉用牛・酪農・養豚経営の育成

E十 326 (畜種複合型) 言十 4，940 

採放伺草地牧料及地畑び 559 ①肉用牛・酪農複合経営，肉用牛
6，090 

41 経営，養豚繁殖肥育経営の創設

士 別士別市 718 小計 600 育成 56~59 家畜導入 一

施設用地 15 ②共同肉用牛・乳周牛牧場の設置
計 6，090 

5十 615 (畜種複合型)

ハペυ



した飼養技術や乙れによる低コスト肉用牛生産は

実用化と普及のきざしを見せており，乙れらを通

して開発促進の機運が高まり，宗谷丘陵地域が一

大畜産生産基地となる乙とが期待されている。

なお，天北北部地域の中では宗谷丘陵地区に続

いて「ポロ沼地区(猿払村)Jの精査が昭和60'年

から始まった。乙乙についても畜産的開発の推進

により地域畜農家の規模拡大や入殖等を通じ，畜

産振興・地域振興が図られる乙とが期待されてい

る。

(参考:農用地開発公団について〕

本文の中で事業主体である農用地開発公団につ

いて触れられなかったので，乙乙lとその概要を紹

介する。

「農用地開発公団は，開発して農用地とする乙

との適当な未墾地等が相当の範囲において存在す

る地域において，農畜産物の濃密生産団地の建設

に必要な農用地の開発，農業用施設の整備等の業

務を総合的かつ計画的に行うことにより農畜産物

の安定的供給と農業経営の合理化に資する乙とを

目的(農用地開発公団法第 1条)Jとして昭和49

年に設立された。

農用地開発公団が行う事業には，広域農業開発

事業，畜産基地建設事業及び干拓地内生産団地整

備事業があり，北海道においては前二者の事業が

行われている。

広域農業開発事業は全国で14区域(うち北海道

1区域~宗谷丘陵区域)について事業実施中であ

り，また15区域(うち北海道 1区域~根室区域)

が既に完了している。

畜産基地建設事業は，全国で13区域(うち北海

道 1区域)で事業実施中であるとともに， 3区域

(うち北海道 1区域)で事業実施に向けて全体実

施設計を行っており，既に事業を完了したのは17

区域(うち北海道7区域)となっている。

参考資料

1)広域農業開発事業宗谷丘陵地区計画概要

昭和 60年 1月

北海道開発局稚内開発建設部

2) 広域農業開発事業宗谷丘陵地区基本計画書，

同添付書

昭和58年 9月 ::H海道開発局

3)昭和59年度農用地開発公団事業(広域農業

開発事業宗谷丘陵区域全体実施設計書

昭和59年 4月

農用地開発公団北海道支社

4)農用地開発公団事業のあらまし

昭和 60年 4月 農用地開発公団

5)宗谷丘陵区域肉用牛経営パイロット牧場検討

委員会資料

6)根室区域農用地開発公団事業誌

昭和59年 3月

農用地開発公団北海道支社

(なお，拙文の作成に当たっては上記 1 )の資

料から引用をさせていただいたほか，農用地開発

公団北海道支社から御助言をいただいた。関係者

の皆様方に厚く感謝する。)

A
斗
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宗谷丘陵肉用牛経営パイロット牧場について

はじめに

北海道天北地域は，新北海道総合開発計画に即

し，その有する広大な未利用山林原野を開発して，

大規模な肉用牛の濃密生産団地の建設が予定され

ている。その第一期工事として，当面宗谷丘陵を

対象とした肉用牛の公共牧場の建設が昭和59年度

から開始された。

乙うした背景の下に，パイロット牧場は公共牧

場に先行して，宗谷丘陵の厳しい自然環境におい

て，簡易施設と組飼料主体による肉用牛飼養方式

を調査し，開発の円滑な推進を図るため.58年度

に建設された口パイロット牧場の調査期間は3カ

年であるがs ここでは現在までのパイロット牧場

の概況を紹介する。

実施計画の概要

1) 地域の概況

本地域は，北海道の最北端lと位置する稚内市に

属し，サハリンを望む宗谷岬から後背に連なる丘

陵地帯である巴

気象条件はやや海洋性で，風が強く，特に冬季

は体感温度が極めて低い。また，この地域は風が

強いことから，明治30年代の山火事以来，森林が

無立木地となっており 植生はわい性の丈o.7 "-

1.3mほど笹が密生している D 土壌は鉱質重粘度

土壌で粘性が強く，かっ強酸性である。

2) 牧場の規模

牧場の規模は表uc示した。
草地造成は，採草地 10.0 ha，兼用地46.6 ha， 

清水良彦

(新得畜産試験場)

工事種目

草地造成

表1 事業規模

構造及び型式 数量面積

閉鎖式牛舎|木造平屋建

開放式牛舎
(、ンェノレター)

納舎

" 

" 
パドック!パドック(舗装)

(囲障物共):囲障物(木柵)

堆肥盤|コンクリー卜

尿 溜|素掘(ポリシート敷)

敷地造成 l

60丘ι

1棟 493m2

1棟 259m2

1棟 225m2

l式1，054m2

1カ所 96m2 

1カ所 150m2 

1式 800m2

-採草地及び兼用地工法

-放牧地工法

図1 草地造成工法

放牧地 3.4.haの計60 hαを図 1の工法により造成 を各1棟建設し，比較検討する乙ととした。閉鎖

した。 式牛舎は農業用PTハウス方式を採用し，ローコ

畜舎は閉鎖式牛舎と開放式牛舎(シェルター) ストでからまつ材の有効利用をはかった白シェノレ

北海道家畜管理研究会報，第20号， "-. 1985 
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ターは堀建方式とし，施設投資を極力少なくした。

施設の配置は図2に示した。

J 醐牛舎 l 

|納舎|

図2 施設配置図

家畜導入は，肉専用種30頭と乳用雄子牛80頭の

計110頭である。肉専用種はへレフォード及びア

バディーンアンガスの各15頭で，そのうち各10頭

は成雌牛，各5頭は育成牛で，昭和58年11月に導

入した。乳用雄子牛は58年7月.10月.59年1月，

3月の4固にわたって各20頭を導入した。

3) 技術水準及び飼養方-法

草地の収量は，採草地及び兼用地が4.0t /10 

aを目標とする。粗飼料の調製はビッグベーラに

よって乾草およびサイレージを調製する。

繁殖雌牛の飼養は， シェノレターの簡易施設で行

い，組飼料を主体にして，まき牛を併用する。繁

殖の技術水準は，受胎率90%以上および育成率95

9ぢ以上とし，離乳時における子牛生産率を 85.5~ぢ

以上とする。

肉専用種の肥育方式は，雄子牛，雌子牛とも肥

育lと仕向けて，組飼料主体の育成肥育とし，その

肥育方法は次のとおりである。

日甫育期 育成期 肥育期

(0--..，7カ月) (8--..，20カ月) (19"'-24カ月)

舎内・放牧 放牧・舎内 舎内

乳用雄子牛の肥育方式も 粗飼料主体の育成肥

育とし，出生季節によって飼養方-法は異なるが，

おおむね次のとおりである。

日甫育期 育成期 肥育期

(0--..，4カ月) (5--..，18カ月) (19"'-24カ月)
カーフスーパー

ハッ手 ハッニテ
放牧・舎内 舎内

成果の概要

1. 草地の維持管理と粗飼料の調製貯蔵

1) 造成草地

造成草地の仕上りは，全般的に良好で，反転耕

起法及び境梓法とも雑草の浸入や笹の再生が少な

く，かつ均平度も良好であった。牧草の定着化は，

播種時期 (7月17--..，24日)に降雨に恵まれ，整ー

に発芽し，良好な定着を示した。発芽後の不順な

天気のため，やや生育が遅れたが，越冬までには

回復しs 全般に牧草の越冬体勢は十分であった白

2) 採草地の収量

採草地の年間収量は. 1番草と 2番草の収穫時

に坪刈りによって調査を行ったロ造成2年目(昭

和59年)は，調査例数が少なく，正確な収量をつ

かめなかったが，概ね平均3.2t /10 a (2.5--..， 

3.0 t /10 a)程度と推測された。乙れは計画よ

り大幅に少なかったが 2年目の気象が春先の低

温寡雨のため，当地方の牧草作況が不良であった

乙とを考慮する必要があろう。

造成3年目(昭和60年)の収量は表2に示した。

平均収量は約3.9t /10 aで. 2年目より多収で

表2 牧草収量(昭和60年)

圃場生草収量伴刈り)kg/10a 草丈 m

NO. 1番草 2番草合計 1番草 2番草

1 1，641 

2 2.003 

3 2.312 

4 2.2 41 

5 1，994 

7 1，772 

11 1，940 

平均 1，986

1，856 3，497 68 90 

1，634 3，637 102 79 

1，292 3，604 82 57 

2，076 4，31 7 75 96 

2，393 4，387 68 89 

1，646 3，418 66 90 

2.301 4.241 74 85 

1，885 3，872 76 84 

p
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あったが，計画をやや下回った。また， 3年目は

天候が良心当地方の牧草作況はやや良であった。

以上の結果から，平常年における安定して期待

できる牧草収量は，概ね3.5t/10a程度と推測

される。

3) 放牧地の牧養力

昭和59年の放牧地利用経過を表3に示した。夏

季の放牧は， 5月27日から10月12日までの 139日

聞にわたって，放牧専用地26.9んを用いて行った。

10月13日以降は，採草地の2番草収穫後の再生草

を中心に13.5んを用いて放牧した。

牧養力は表4f乙示したとおりで，夏季が328C 

D，秋季が136CDであった。乙の牧養力から放

牧地の牧草収量を推定すると，放牧専用地では

表3 放牧利用の経過

放牧面積 | 放牧期間 | 

夏季 26.9μ1 5/27-10/12 

秋季 1 3.5 1 10/13 -11/11 

3. 1 """'-' 3. 3 t /10 aとなった。

昭和60年の7月までの放牧利用成績を表5に示

した白 7月までの牧養力は平均232CDで， 8月

以降の牧養力を 150CD前後と仮定すれば，年間

で350"""'-' 400 C Dの牧養力と推定されるロ

以上の結果から，放牧地の収量は採草地と同程

度あるいはそれ以上の収量があったと思われる。

放牧地の利用が比較的効率良かったのは，電気牧

柵による集約的な輪換放牧が行われたためと考え

られる。また，当地区は真夏でも気温が高くなく，

風もあるので，放牧牛にとっても適した環境であ

ると思われる。

なお，昭和59年の秋季放牧については， 2番草

収穫後の再生草がなお1.3ヰ/10aあり，乙れを

(昭和59年)

同成換頭数

頭
63.5 

表4 牧養力と推定牧草収量
(昭和59年)

牧 養 力 1 放牧圧|推定牧草収量 (kg/10a) 

(CD:成換頭数・日/む)I (成換頭数/μ)I乾 物| 生 草

夏季 328 2.36 1550"""'-'590 13，060"""'-'3，280 

秋季 136 4.70 1240"""'-'230 11，260-""'1，350 

注 推定牧草収量は成換1頭当り採食量12.5DM K9 (体重の2.5%) 
年間利用率70'"'-'75%，牧草乾物率18%として計算した。

表5 放牧利用成績 (60年5'"'-'7月)

群 4毒 成 利用圃場 面積 成換延頭数 牧養力(CD) 放牧圧 放牧日数

lLa 頭・日 頭・日パι 頭/μ 日
主としてへ レ No.l2'"'-' 16 18.1 3027 167 2.3 72 

2 主としてアンガス No. 8.9 8.8 2038 232 3.9 60 

3 主として肉専肥育牛 No. 5.6.17 9.3 2004 215 2.8 78 

合計又は平均 36.2 8401 23，2 2.8 
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利用した放牧期間の延長が図られた。今後とも放

牧期間の延長により，舎飼期間をできるだけ包縮

化する乙とが重要であろう。

4)乾草およびサイレージの収穫(昭和59年)

(1) 収穫量

昭和59年度の乾草およびサイレージの収穫量を

表611:示した。草地総面積60hαのうち収穫面積は

29.3hαであった。年間収穫量は乾草65.5人サイ

レージ128tで，乾物換算にして，乾草，サイレ

ージとも約50tの合計100tとなった白乙れらは

すべてローノレベールに調整され， ローノレ個数は乾

草 133個，サイレージ210個であった白

面積と収穫量から推定した単位面積当たり収穫

量は340DMkg/10a (乙れは生草換算で約1900

kg/10a)であり， 一般的な粗飼料調製と比較し

て低い収穫量となった。乙の原因として考えられ

るものとして，パイロット牧場でのロールベーラ

ーを用いた作業が初年目であり，従業員が操作に

十分馴れていなかったため いわゆる収穫ロスが

大きかった点が上げられよう。第2点は今年の牧

草作況が皐ばつの影響で不良であった乙と，そし

て，第3点は当坦域に特有の強風により.調整草

の飛散置が大会かったことが想定される。

(2) 調製期間の風速と収穫率

風速と刈取り牧草の飛散量との関係については

資料がないが，例えばs 風速 5m/secを越える

と表土が動きはじめ，作物体の機械的損傷が増し，

10m/sec以上ではさらに被害が急J普すると言わ

れている。

また，耕土が飛ぶ乙とによる麦の風害は 7m/ 

sec以上とされている。そ乙で，とれらを判断基

準にして，平均風速6m/sec，最大風速8m/ 

secを一応の目安とし，乙れを越える場合に牧草

の飛散があると仮定して調製日の風速と収穫率の

関係を検討してみた。

粗飼料の調製期間は 1番草が6月22日'""-'7月17

日の26日間であった。また， 2番草が8月24日~

8月31日の8日間であった。

1番草についてみると，収穫率が示されている

圃場1と2はともに40%台で極めて低かった口両

圃場とも調製日が同じで10日間であった。このう

ち，平均風速が6m/secを越えた日数は3日お

よび最大風速8m /sec以上は6日であった(表

7)。収穫までの調製日数が雨などの影響で通常

の3倍を要していること，乙の間強風が3日以上

あったこと，特l乙調製最終日の6月30日と 7月1

日は最大風速で12'""-'15m /sec，同じく平均風速

で6.9'""-'1 0.7 m/secとかなり強し 1風であった乙

となどを考え合わせれば，刈取草の飛散がかなり

の量あったものと容易に推察される口圃場4につ

いては，収穫率が示されていないが，上記と同じ

理由で単位面積当たりの収穫量が極めて{品、 (86

DM，kg/10a)値となったものと思われる。

次l乙収穫率の高かった圃場5についてみると，

調製期間が4'""-'2日と短かかったことに加えs 刈

取りから収穫までの大部分の作業を行った7月4

表6 乾草およびサイレージ収穫実績(昭和59年度)

収穫量t) 同左乾物推定量 (t) 10 a当たり収穫量

乾草 サイレージ 乾草 サイレージ 計
乾 物

推(k定g/生1草Oa量) (DM， kg/10a) 

1番草 65.5 42.9 49.1 21.4 70.5 (652~451 10) 1，330 

2番草 。 85.1 。 28.7 28.7 540 

年間合計 65.5 128.0 49.1 50.1 99.2 339 1，870 

1. 収穫面積は29.3ん
2. ( ) 内数値は範囲を示す

--18-



ト--'

tD 

牧区 面積 1.2番 刈取
調製日

番号 似4 草区分 月・日

6.22 6.23......7.1 
3.0 
2 8.24 8.24 

l 6.22 6.23......7.1 
2 3.5 

2 8.25 8.25 

7.15 7.1 7 
3 3.5 

2 

6.23 7.1......7.2 
4 3.5 

2 8.30 8.31 

7.2......7.4 7.5 
5 4.0 

2 8.26 8.26 

1 7.2 7.2......7.5 
6 0.6 

2 

1 7.4 7.5 
7 1.2 

2 8.26 8.26 

7.7 7.9......7.1 0 
11 4.6 

2 8.27 8.29 

1 7.1 0 7.1 2 
17 5.4 

2 8.27 8.30......8.31 

(平小均言十) 
1 6.22--7.15 6.23......7.1 7 

29.3 
2 8.24-8.30 8.24......8.31 

合計(平均)

注可1. Sはサイレージ.Hは乾草を示す。

2. 収穫率=単収/坪刈り収量x100

3. 刈取りから収穫までの日数

表 7 粗飼料の調製日の収穫率

収穫量
(同DM左，単1P0収/ a) 坪(D刈Mりk1収g0/a量) 

収穫率2
以6m平上/調均白s製風e日c速数日数/噌4 以8m最上/大調のs製風e日c速数日/ 数 摘ロール個数 要

(原物. t) 倣

sl) 1 2 6.0 70 162 43 3/10 6/10 o 1番草調製時飛散

S 1 3 8.7 102 204 49 1/1 1/1 

S 1 3 6.5 65 162 40 3/10 6/10 o 1番草調整時飛散

S 3 4 24.3 194 222 87 0/1 1/1 

H 5 0 25.2 540 0/3 2/3 

o 2番草収量少

S 1 5 7.5 86 4/10 7/10 

S 2 3 15.0 162 234 70 2/2 2/2 

S 3 0 15.6 239 319 74 2/4......0/2 3/4......1/2 

S 2 6 1 7.7 159 210 76 0/1 0/1 

5 2.6 265 2/4 3/4 

o 2番収穫せず

S 9 4.7 239 0/2 1/2 

S 4 2.6 76 276 27 0/1 0/1 

H 49 24.5 400 2/4 2/4 

S 1 2 7.8 60 11 7 50 1/3 3/3 o 2番草生育不良

H 3 4 15.8 220 0/3 0/3 

S 1 4. 9.1 59 97 62 3/5 5/5 o 2番草生育不良

217 108.4 (241) 

126 85.1 ( 98) 

343 193.5 (339) 
L 一一



"""'5日は平均風速で5m/sec以下と比較的風が

弱かった。乙のため高い収穫率 (745iぢ)を示した

と考えられる。同じく，圃場3についても調製日

の7月15日"""'17日は最大風速が7"""'8m/sec，

平均風速が5.6m/sec以下であり，飛散が少な

かったため，単位収穫量 (540DM，Kq/10 a)が

高くなったと考える。

2番草についてみると，圃場lでは調製日 8月

24日の最大風速がl1m/sec.平均風速8.9m/ 

secと強く，収穫率は49%と低かった。圃場2で

は同様に8月25日. 9 m/secおよび3.5mAec 

とで弱く，収穫率は87%と高かった。圃場では同

じく 8月26日. 4m/secおよび3.1m/secと

弱く，収穫率は76%と高かった。しかし，闘場7

については同じく 8月26日の調製日でありながら，

収穫率は27%ときわめτ低かった。乙の原因は不

明である口

以上の結果から，圃場によっては強風による刈

取草の飛散がかなりの量あったと想定され，乙れ

が牧草の収穫率を低下させた主要な原因と考えて

よいであろう。特にパイロット牧場の位置する宗

谷岬は年聞を通じて風が強く，牧草収穫期の 6""'"

8月でも平均風速が5.2"""'7.4m/secあり，同

時期の稚内市の 3.1"""'.4.6 あるいは札幌市2.1

...，..， 3.4.帯広1.5 ...，..， 1. 7 m / s e c 11:比べても強風

地帯である乙とが分かる。乙のため，牧草収穫に

あたっては，ローノレベーラを中心にした作業体系

には無理があると考えざるを得ない。特11:，サイ

レージ調製では今後ダイレクト方式を検討してい

く必要があると思われる。

(3) 乾草およびサイレージの栄養価

生産粗飼料の一般成分および栄養価を表8に示

した。表中原料草についてはベールしたものから

ともに採取した。したがって水分含量には番草に

よって38.5"""'74.3%の幅があった。原料草の一

般成分をみると粗蛋白質は15""'"16%と比較的高か

った。造成2年目であるため出穂茎が少なかった

20 

乙と，また，皐ばつにより伸びが低く，乙のため，

粗蛋白濃度が高くなったと思われるロ TDNは60

%で、あっ七日

l番草乾草については一般成分の上で特に問題

はないが， TDN555iぢといくぶん低し司直で、あっ7こ。

2番草ベーノレサイレージについては， TDN60 

%と比較的高い栄養価であった。しかし，ベーノレ

間および同じベーノレ内においても品質に差がみら

れ，特にベール外側から一定量にカビが発生し品

質は一定でなかった。乙れは，ベーノレサイレージ

貯蔵中にビ‘ニーノレ被覆材が風によって破損し，不

良サイレージが多くなったためであるo

分析に供したサンフ。ノレが比較的良質な部分から

採取している乙とから全体の粗飼料の栄養価は表

に示した結果よりもし1くぶん低かったと考えられ

る。

ミネラル含量についてはMgは0.2........0.3%と標

準であった。 K含量は高目で1番草でも 4%のも

のがあった。 pおよび、Caは十分な含量であった。

(4) ベールサイレージの貯蔵法に関する調査

宗谷丘陵地区は，強風の発生率が極めて高い乙

とから， ローノレベーノレサイレージ調製時に使用す

る被覆密封材が風に耐えうるかどうかが問題とな

っているo そ乙で，種々の密封材及び、貯蔵法につ

いて風に対する効果を調査し，当地区におけるロ

ールベ、ーノレ調製の可能性を検討した。

ア被覆密封材の種類

調査に用いた材料の種類と規格を表9に示した。

イ 貯蔵方法

ローノレベーノレサイレージの貯蔵は表10に示した

とおり10処理の方法を実施した。すなわち，ロー

ルベーノレ1個用のポリ袋型4処理， 4個詰スタッ

ク型5処理および6個詰用ノホソク、型l処理であった。

なお， 1個詰については処理2反復した。

供試したサイレージは1番草を用い， 7月2日

に刈取り後. 7月5日に調製，貯蔵作業を行った。

乙の間原料草は 1回の被雨があった。処理に用い
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表 8 パイロット牧場生産粗飼料の栄養価

飼料名 点数 項 目 水分 粗蛋白質 粗繊維 DCP TDN Ca 

平均値 38.5 15.9 32.4 11.5 60 0.2 7 

原料草 標準偏差 8.9 0.9 0.6 0.8 0.02 
10 

( 1番草) 範 囲 28.5---- 14.5---- 31.6---- 10.1 ---- 0.22----

56.0 1 7.1 33.7 13.1 0.32 

平均値 65.7 15.1 28.4 10.8 60 0.39 

原料草 標準偏差 12.0 1.5 2.1 1.4 0.11 
11 

(2番草) 範 囲 43.0---- 12.1 ---- 23.6---- 7.9---- 0.26----

73.5 18.3 31.1 13.7 0.59 

平均値 74.3 16.3 "28.7 11.8 60 0.40 

原料 z 草 標準偏差
2 

(3番草) 範 囲 70.8......:. 14.2---- 25.0---- 9.9---- 0.34----

77.7 18.3 32.4 13.7 0.45 

平均値 53.4 15.8 31.0 11.4 60 0.55 

サイレージ 標準偏差 16.4 1.5 1.7 1.4 0.1 7 
10 

(2番草) 範 囲 29.5---- 12.6---- 28.1---- 8.3---- 0.43----

79.0 1 7.1 33.9 。13.7 0.89 

平均値 16.3 9.0 34.2 5.0 55 0.30 

乾 草 標準偏差 "2.0 0.9 0.5 0.8 0.05 
4 

(1番草) 範 囲 14.5---- 8.2---- 33.7---- 4.2---- 0.23----

19.0 10.3 34.4 5.9 0.37 

購入乾草 1 15.6 13.4 33.6 9.1 57 0.30 

注) DCP. TDNはアダムスの式による推定値

P Mg K Na 

0.29 0.22 4.12 0.33 

0.02 0.01 0.49 0.07 

0.27---- 0.21---- 3.50---- 0.19----

0.34 0.24 4.75 0.46 

0.22 0.29 3.71 0.39 

0.02 0.04 0.41 0.07 

0.19---- 0.26---- 3.15---- 0.28----

0.27 0.36 4.20 0.52 

0.27 0.32 一3.68 0.33 

0.22---- 0.30---- 3.65---- 0.30----

0.32 0.33 3.70 0.35 

0.25 0.35 4.02 0.46 

0.02 0.04 0.33 0.07 

0.21---- 0.32---- 3.5---- 0.34----

0.29 0.44 4.45 0.59 

0.19 0.18 2.51 0.2 5 

0.05 0.04 民1.40 0.09 

0.12---- 0.13---- 0.4 5---- 0.1 7----

0.25 0.23 3.40 0.38 

0.21 0.18 1.30 0.30 



たローノレベール(合計32個)は重量が平均522土

64kg (範囲378"" 644kg) ， 直径×長さが平均

155 x 123 cm.調製時水分含量平均38.5士9.0%

(範囲28.5""56.0労)であった。

ウ 貯蔵作業効率

ロールベーラを中心とする粗飼料生産体系は大

規模の面積であっても小人数で作業が可能である

と乙ろに意義がある。このため，ベーノレサイレー

ジとして袋詰めあるいはスタックに貯蔵する場合

の作業が能率よく行われる乙とが必要になってく

る。今回の貯蔵方法の調査に合わせて，作業効率

について若干の検討を行った。

作業時間の測定は l個用では，フロントローダ

でベールを持ち上げ7こ状態で 1個づ、つ袋詰めし，

袋の入口をトワインで縛って密封するまでとした。

その結果. 4人作業で平均2""3分/個，また2

人作業で 5分以内/個であった。従って，収穫調

製作業の後. 1日のうち 3""4時間を密封作業に

当てる乙とができるとすれば. 2人作業で30""40

個の処理が限度となろう。大量のロールを 1個づ

っ袋詰めする乙とは作業上極めて多労と考えた白

一方，スタック方式の貯蔵については作業時間

を測定しなかったが，周囲の土掛けに労力と時間

を要した。また，風が強い時の作業ではビ‘ニール

表9 被履密封材の種類と規格

種 類 厚さ刷折径(m) 長さ(m) 価 格 備 考

塩化ビニーノレ袋 0.1 2.7 3.6 2.1 00 1. モンサント

0.1 2.7 3.6 2.1 00 2.光化成

0.1 3.0 3.6 2，300 3. 光化成+糸入り

0.1 2.7 3.6 2.350 4.光化成 (2 +強度)

ポリエチレンシート 0.1 6.0 55.0 15，560 黒色 2枚張り

塩化ピ‘ニーノレシート 0.1 5.0 50.0 33.000 透明 2枚張り

ナ イ ロ ン網 6.0 50.0 6.200 光化成

ポリエステノ"':9ーボリン 0.33 約 120，000 クボタ， 6個用スタックサイロ
一一一一一

表10 貯蔵方法と資材費

処理No. 種類 内 壬吋ヨマr 1個当たり資材費

ポ 袋 1. モンサント， 1個用完全密封型 2，1 00 

2 11 2. 光化成， 1個用完全密封型 2.1 00 

3 // 3.光化成+糸入 り. 1個用完全密封型 2.300 

4 // 4.光化成 2+強度. 1個用完全密封型 2，350 

5 スタック ポリシート 2重 ヨコ 4個詰 1，297 

6 // ポリ+塩化ビニーノレ ヨコ 4個詰 2，298 

7 // 塩化ビニール 2重 3，300 

8 // 塩化ビ、ニール+ナイロン網 ヨコ 4個詰 1.960 

9 // ポリ+ナイロン網 ヨコ 4個詰 958 

10 /1 クボタ 6個詰用 ターボリン (実質4個詰) 30，000 

円
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の被覆がスムースにいかず，少人数では難かしか

っfこo

エ被覆密封材の破損状況

ローノレベールサイレージの貯蔵場所は，処理 1

"'4 (1個袋型)を東側防風柵の端に，また，処

理5"'10(スタック型)を牛舎西側平担地にそれ

ぞれ設置した。 7月5日の設置以降，被覆密封材

の破損状況は表11K示したとおりであった。

ポリ袋 1個詰については，貯蔵翌日の 7月6日

の観察ではガスが充満し，ほぼ完全に密封されて

いるのが確認された。しかし，貯蔵後1か月以内

は数個所に穴があいたり，部分的破損が生じた。

特に10月3日"'5日にかけて通過した低気圧の影

響lとより全てのポリ袋が破損した。乙の聞の平均

風速は 14.0"'17.9m/secおよび最大風速は17'"

32mAec に達した(宗谷岬観測値)。このため，

袋の強度は処理聞に差は認められず，屋外での貯

蔵は不可能と結論された。

スタック型については，処理5のポリシート 2

重方式および処理9のポリシート+ナイロン網材

がほとんど異常なく経過し，スタック貯蔵の可能

性が認められた。処理6のポリシート+塩化ビニ

ーノレ材で、は，内部に黒色のポリシートを用いたた

め，夏の高温時太陽熱によって溶けてしまう現象

がみられた。他の処理についても，被覆密封材の

たるみからs 風で持ち上げられたり，はがれて破

損を生じた。乙れらの結果，被覆密掛オの破損した

ローノレサイレージは腐敗が進み廃棄処分としたも

のが多かった。

なお，給与上の問題点としては，貯蔵場所によ

って常時除雪が必要となったロ

オ ロールベーノレサイレージ調製の可能性

ローノレベールによるサイレージ調製は天候に応

じ粗飼料生産を可能とし，粗飼料品質の向上がは

かられる乙と，乾草調製と同一機械体系で対応で

き，サイロ等の固定施設が不要である乙とから，

経済的に有利な特長がある。

しかし，今回の調査結果からみると，宗谷地区

表 11 被雇窓封材の破損状況

区 処理 ローノレ 話加ふくら 破 j員 状 1兄

1万了下7フ18 備 考
分 No. No. みの有無 7/25 7/30 8/17 10/3 10/8 

;f、 1-1 千手 一部破損 全て破損 10.3---10.4 

袋 1 -2 有 一部破損 全て破損
のすロべ風ーてJにLがのよ処破って理損 白/取引E2 2 -1 有 穴l個有り I]~六 l個有り

個
霊u長口- 2 -2 有 大穴1偶有り

少 彼f員→給与

少 破損→給与

4 14-1 有 穴1個有り 1]'0:3儒育り

4 -2 (やり無直υ 穴ガム3個テ有ーフり。 jお宮有り
ス
5 穴有り 大小穴多い 1/-;7.による.，¥のはか民日r..t.

dff-: ・;-!、タ
';; 

フ 6 内側肋黒f. 穴有り
再小黒び穴ポ被多リ設い11:すてる

人民相にiる内町:.u望T・込'Jf，'喧rl~ける

4????廷にi出執り溶ける

7 
れの10強と3風~はでが10破れ4 -蝿:~汗弐ι

8 東側下方の

，Zプ¥一部破れる

9 ~常t;L
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の気象条件，特lζ風の影響が極めて大きいため，

サイレージの屋外貯蔵には重大な問題があると言

わなければならない。

5)乾草およびサイレージの収穫(昭和60年)

昭和60年も前年と同様にローノレベ一.ラによる粗

飼料の調製を行ったo 1番草の収穫実積を表121ζ

示した。

採草面積は23.6必死=，収穫総量は乾草62.2t. 

サイレージ7.8tの計10tであった。坪刈りによ

る草量と収穫量から推定した収穫ロス率は，平均

45~ぢと高かった。前年と同様に収穫調製時の天候

不順と強風による飛散ロスが大きかった。とくに

No. 3の圃場については牧草が飛散し，収穫が不能

となる結果となった。

以上の結果から，当地区の気象条件を考慮する

と乾草および予乾サイレージの調製は，収穫ロス

が大きく効率的でないと判断される。したがって，

組飼料の収穫はダイレクトサイレージを主体とし，

風当りが弱く条件の良し、---msの圃場で乾草が可能

と考えられる。

2. 外国肉専用種の繁殖成績

繁殖成績は表13に示した。受胎率は， 1年目お

よび2年目それぞれ95.0，96.7労で、良好であった。

不受胎牛はへレフォードの 1頭で，繁殖障害牛の

ため淘汰すべき牛であったため，実質的には 100

労の受胎率といえよう。

1年目は，出生時および、分娩以降の事故が多く，

へレフォードが3頭 アンガスが2頭の計5頭が

死亡した。乙のため生産率は70%と低く，目標を

下回った。分娩時の事故は，家畜飼養の不慣れと

施設の利用が計画どおりにいかなかったためと考

えられる。

2年目は，へレフォードの 1頭が早産死，アン

ガスの2頭が難産死と生後直死(双子の 1頭)の

計3頭で，そのうち 2頭は初産牛の子牛であった。

分娩後の事故は，皆無で生産率は90労となり，目

表12 1 番草収穫実績

収 穫 実 績 坪刈量lζ対する
園場
面積 ローノレ 収穫総量 単位当たり 収穫ロス率 備 考

No. 乾物収穫量
個数 (t) (DM， kwlOa) 防)

3.0 2'2 9.6 253 29 

2 3.5 20 7.8 167 63 刈り取り後天候不良

3 (3.5) 収穫不能 100 刈とり取どり飛後天散候不良
ほん

4 3.5 32 13.4 310 36. 

5 4.0 29 12.0 246 40 

7 1.2 4 1.7 115 70 

11 4.6 23 9.7 279 32 サイレージ水分35%
(S) 1 7 7.8 とする。

17 (5.4の内) 19 8.0 177 放牧2回利用後採草3.8 

149 62.2 
合計 23.6 .............. ............... 233 45 

(S) 17 7.8 

注 (S)はサイレージ，その他は乾草

A
4
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表13 繁殖成績

年 目 2 年 目

項 目 へレフ
アンカス

計 へレフ
了、'/h:ヌ

言十

ォード (平均) ォード (平均)

種付頭数闇 10 10 20 15 15 30 

受胎頭数明 9 10 19 14 (双子151) 29 

損耗頭数闘 3 2 5 2 3 

受勝率防) 90 100 95 93.3 100.0 96.7 

育成率闘 66.7 80.0 73.7 92.9 93.0 93.0 

生産率倒 60 80 70 86.7 93.0 90.0 

標を上回る結果となった。これはs 管理者の経験

が増した乙とと施設の改善効果があったためと考

えられる。しかし初産牛の事故を少なくする対

策が今後必要となろう。

3. 外国肉専用種の発育成績

成雌牛の体重推移は，表14に示した。

表14 成雌牛の体重推移 (.tn) 

目58年12月
品種 1--. --. -59年6月 59年11月 60年6月 60年8月

|(導入時)

へレフォード 597 495 591 537 594 

アンガス 530 449 545 492 542 

成雌牛の発育は，越冬期に分娩前の体重減と分

娩による体重減が著しかった。しかし，放牧期の

増体が良好で，放牧終了時にはほぼ導入時の体重

に回復した口越冬期の体重減(分娩を除く)は，

粗飼料の質がやや不良のためで，個体によっては

K9 

550 

500 I 

ーベ〉ー・開放式牛舎群

~・ー閉鎖式牛舎群

z ーベ予ーー計 画

かなりの栄養不足の牛もみられた。今後，良質粗

飼料の確保ときめの細かい管理が課題となろう c

育成雌牛の体重推移は表15に示した。

表15 育成雌牛の体重推移
伊4

58年12月
品種 I-." --: -59年6月 59年11月 60年6月 60年8月

(導入時)

へレフォード 334 434 500 449 522 

アンガス 231 353 425 392 438 

導入時の月齢は，へレフォードが約13か月齢，

アンガスが約9か月齢と品種lとより差があったロ

昭和59年の放牧終了時までの発育は，概ね順調に

推移した。しかし，初産を迎える越冬期に入って，

個体によっては体重減が著しく s そのうち 2頭が

分娩時に子牛が死亡した。したがって，初産牛の

越冬にあたっては，良質組飼料の確保と施設の改

善が必要となろう。

2年間の越冬を終えて，外国肉専用種雌牛で、は

簡易施設あるいは無畜舎でも耐寒性に優る特性が

証明された。ただしj初産牛や栄養程度が低い牛

には，充分な栄養と防風防寒施設が必要であろう。

昭和59年出生子牛の体重推移を図3と図41<:::示

しfこ。

雄子牛の 1回目放牧期の日増体量は0.94kgと

良好な発育を示し，計画を上回った。舎飼期では，

450 
会飼〉|手，放牧 ギ 舎飼ー→|

400 

350 

300 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15か月令

弘% % % % % l%1% 1%~ % % % % %月ゐ

図3 昭和59年出生子牛の体重推移(雄子牛)
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開放式牛舎と閉鎖式牛舎とに2分した。開放式牛 0.59kgおよび、0.47hで，開放式牛舎群が良好な発

舎群は日増体量が 0.38kgで，計画をやや下回った。 育を示した。その後， 2回目の放牧でも，両区と

閉鎖式牛舎群は日増体量が0.63kgでs 計画を上回 も計画を上回る良好な発育を示しているロ

った。その後， 2回目の放牧を行っているが，両

区とも順調な発育を示している口

雌子牛の 1回目放牧期の日増体量は0.82kgで，

ほぼ計画どおりの発育を示した。舎飼期は，開放

式牛舎群と閉鎖式牛舎群の日増体量がそれぞれ

昭和60年出生子牛は， 1回目の放牧を行ってい

るが，概ね計画どおりの発育を示している。

4. 乳用雄子牛の発育

(1) 夏生まれ牛(第 1群)

夏生まれ牛の体重推移を図51<:示した。

KV 

150 

ーベ〉ー開放式牛舎群

--e-一閉鎖式牛舎群

ー〈予一計画

舎飼本 放牧 ヰコ 舎飼一一→|

550 

500 

450 

400 

350 

300 

250 

200 

l∞ 
50 

9 10 11 12 13 14 15か月令

5弘向的均的財財 lY71初 60切初旬初旬何%

図4 昭和59年出生子牛の体重推移(雌子牛)

KV 

650 

550 

一-0ーー開放式牛舎群

_.ー閉鎖式牛舎群

---<:ト一計図

6ω 

500 

.司・一チ

申
ヌ
ノ

フ
チ

カ
ハ

会飼 →|← 放牧 →~ー 舎飼 ーヲ|

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 か月令
~ ~ ~ 
% % J(f'3 1~合 1?-合同2，/g % 41 % %も'3 % % 1% 1J"合 12/合 lゐ 2/g 3/g 4ゐ%% 7，ゐ月/白

図5 夏生まれ牛の体重推移
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日甫育牛の損耗は，肺出血によるものが1頭発生

し，へい死した。

日甫育はカーフハ‘ソチおよびスーパーハッチを用い，

発育も順調に推移した。 1回目の越冬期に開放式

牛舎と閉鎖式牛舎に 2分した。厳寒期l乙両区とも

発育が一時停滞したが，放牧開始時にはほぼ計画

どおりとなった。放牧期の発育は両区とも順調に

推移した。 2回目の越冬期では両区とも発育が不

良でs とくに開放式牛舎の日増体重は約0.7kgと

計画を大きく下回った。したがって，当地区のよ

うな冬季の気象条件の厳しいところではs 乳用雄

子牛の屋外肥育は困難であると恩われた。一方，

閉鎖式牛舎群の日増体量は0.96kgで，計画をやや

下回った。これは，過密飼養と粗飼料の質が不良

のためで，改善が可能であろう。 60年5月以降は，

両区とも良好な増体を示し 60年8月と 9月の2

固にわたって，計画より 1'"'"'2か月遅れて出荷し

た。屠殺解体結果を表16に示した。全般的に肉付

きがやや不足し，枝肉歩留りもやや低かった。乙

れは，冬季の肥育期間中の増体が低く，肥育とい

うより育成で経過したためと考えられる。格付き

は，全頭とも「並Jであったが，脂肪の蓄積が少

ないので精肉歩留りは高く期待できるであろう。

(2) 秋生まれ牛(第2群)

秋生まれ牛の体重推移を図61乙示した。

は両区とも良好で，放牧育成を終える13か月齢に

は，ほぼ計画どおりの体重となった。しかし. 2 

冬目の肥育期に入って，両区とも閉鎖式牛舎で飼

養したが，増体は不良であった。これは，著しい

過密状態と粗飼料の質などが影響したものと考え

られる。 5月以降の増体は大幅に向上し， 9月の

夏生まれの出荷が終ってからj牛舎面積も広くな

り，発育の回復が顕著である。

(3) 冬生まれ牛(第3群)

冬生まれ牛の体重推移を図7K.示した口

日甫育中に寒冷による衰弱死と思われるものが2

頭発生した。冬季の厳しい気象条件下でのカーフ

ハッチ使用は，導入牛の選定や導入日の気象条件

をも十分考慮すべきである乙とが示唆されたロ

カーフハッチ使用時における増体がやや低かっ

たが，放牧に入ってとり戻し. 8月にはほぼ計画

どおりの体重となった。放牧後期の増体がやや低

かったので，草量が不足する時期には，群分けが

必要になろう(放牧は出生季節と関係なく一群管

理とした)。冬季の肥育期に入って，開放式牛舎

群の日増体量は0.65kgと著しく低かった。 5月以

降は，両区とも良好な増体を示しているロ

(4) 春生まれ牛(第4群)

春生まれ牛の体重推移を図8に示した。

融雪期に導入した牛群で，導入直後に下痢およ

日甫育中の損耗は，夏生まれと同様に肺出血によ び胃せん孔により 2頭がヘい死した。乙れは，牛

るものが1頭あった。 床の湿潤による不良環境によるものが大きいと思

日甫育中の発育は，カーフハッチの日増体量が われるロ

0.59K9とやや低かった。 1冬目の舎飼期では，開 発育は概ねJI厩周で，計画どおりに推移している。

放式牛舎群と閉鎖式牛舎群の日増体量がともに 以上の結果から，冬季舎飼期の施設は，翌春の

0.69kgで，計画よりやや下回った。放牧期の発育 放牧を前提とする育成期で=あれば，開放式牛舎の

表16 屠殺解体結果(夏生まれ牛)

分
出荷 時 屠殺前 歩留り 枝肉量 枝肉歩留

区
体重(B)体重 (A) 月 齢 (B)/(A) (C) (C)/(A) (C)/(B) 

K9 月 K9 % K9 % % 
開放式 668 26.2 624 93.4 348 52.1 55.8 

閉鎖式 675 25.6 633 93.8 355 52.6 56.1 

門
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越冬は可能であろう。しかし，高増体を期待する

肥育期では，開放式牛舎の越冬は著しく増体が低

く，効率的でないと考えられる。

5. 施設の利用

1年目の気象条件は，表17に示したとおりであ

る。冬季に吹きだまりを伴う吹雪は，大きく分け

て3回あった。 1回目は昭和58年12月24""28日，

2回目は59年1月1""4日 3回目は 1月15""17

日であった。これらの吹雪による吹きだまりの状

況は. 2回目の吹雪までは畜舎内外にかなりの吹

きだまりを生じたが，家畜の飼養に直接差しっか

える程のものでなかった。しかし， 3回目の最大

風速が27mの猛吹雪では，閉鎖式牛舎は畜舎内全

体に大量の雪が吹き込み，梁等lζ付着した雪は固

化した状態となった。また，開放式牛舎では畜舎

の軒高にまで吹きだまりが発生し，牛の休息場所

は一部のみで大半は利用できない状況となり，牛

はパドックで屋外飼養となった。パドックも全体

に大量の吹きだまりで，草架，水槽および木柵は

完全に埋没状態となった。乙のような状況下で，

繁殖牛の分娩が始まったため，開放式牛舎のわず

かなスペースでの分娩で子牛が圧死したり，屋外

分娩でキツネによる事故が発生した。また，4月

以降の分娩ではパドックが泥ねい化し，子牛の呼

吸器および消化器系の病気が多発し，損耗頭数を

多くしたものと思われる。

2年目の冬季気象条件も， 1年目と同様に厳し

かった。 2年目の越冬期を迎える前l乙，牛舎内の

雪の吹き込みゃ畜舎内外の吹きだまりを解消する

ため，施設の改善を行った。主な改善項目は，閉

鎖式牛舎と開放式牛舎との聞に防壁を設けた乙と，

閉鎖式牛舎をできるだけ密聞にした乙と，開放式

牛舎の北側を密閉した乙と 防風柵を延長した乙

と等である。その結果， 2年目の越冬は，畜舎内

の吹き込みが少なくなり，改善効果は顕著であっ

たロまた， 2年目の越冬では，防風柵を四角に囲

み，外国肉専用種成雌牛の屋外飼養を試みた結果，

とくに悪影響は認められず，屋外飼養の可能性が

示唆された口

表17 パイロット牧場の気象

昭和59年

要素 8 9 10 11 12 l 2 

気温

月平均 X 16.8 14.4 7.2 2.5 -5.2 -8.0 -8.7 

月最高 20.9 25.3 25.3 1 7.1 11.9 3.0 -3.3 -1.2 

月最低 5.0 9.6 6.9 -0.9 -7.0 -11.0 -15.8 -14.0 

平均温度 84 86 82 69 74 76 82 75 

平均風速 4.8 5.7 5.9 7.4 7.4 7.6 8.1 7.9 

最大風速 11.4 16.5 14.1 1 7.6 19.9 19.7 27.0 18.1 

平均風向 ESE SSW ENE SW NNW NW NW NNW 

‘' 最多風向 ESE ESE E WNW WNW WNW ENE NNW 

降水量 65.0 65.5 110.5 97.5 72.0 
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ササ地帯における草地造成工法と機械

まえがき

農用地開発公団が宗谷丘陵区域で実施している

事業の目的は，未利用地および低位利用地2，550

んを対象に，草地1，425んを造成し，肉用牛3，200

頭を牧草主体で飼養する公共育成牧場の建設を通

じて，地域農家の経営の安定と農業所得の増大を

図ることである。

この事業はs 北海道開発局が基本計画を策定し

たものであり，当公団は昭和58年4月にそれを引

継ぎ，全体実施計画の作成と必要な法手続きを完

了させて，昭和59年8月に事業認可になったもの

である。

なお事業実施に先立ち，地域iと適応した生産技

術体系を確立するため，昭和58年度に肉用牛経営

ノマイロット牧場を設置して，簡易施設と牧草主体

による低コスト飼養の実証と展示をお乙なってい

る。

表-1

① ブッシュカッター工法

ブッシュ
カッター

ライムソアー

② レーキドーザー工法

プライング
ノ¥ロー

橋本久幸司

(農用地開発公団)

E 農用地造成計画

1. 農用地造成計画決定までの経緯

宗谷丘陵区域の基本計画策定にあたって稚内開

発建設部は，昭和57年7月に農用地造成工法試験

を次のように実施している。

(1) 目的

低コストによる採草 放牧草地の維持管理技術

の確立。

(2) 方法

宗谷丘陵区域内において，採草地試験区(840

m2x 3カ所)と放牧地試験区(1.0x3カ所)を

設置し，おのおのの試験区でブッ、ンュカッター工

法とレーキドーザ工法で草地造成をお乙なった。

(3) 作業工程と作業機械

表-1

(4) 調査日

播 種:昭和57年7月2日

発芽調査:昭和57年9月2日

植生調査:昭和57年10月1日

デスク ケンブリッチ フ、'0-ド ケンブリッチ
ノ¥ロー ローラー キャスター ローラー

レ」キ ライムソアー ブヲイング テスク ケンブリッチ ブFロード ケンブリッチ
ローフードーザー ハロー ハロー ローラー キャスター

北海道家畜管理研究会報，第20号， '"'-'， 1985 
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(5) 調査結果

① 放牧地

播種後の干ばつのため両区とも発芽が，やや不

良で特にまめ科の定着が悪くむらを生じた。

ブッシュカッタ一区では部分的に笹の再生がか

なりみられ，草の密度が低かった。さらに切断さ

れた笹がマット状になっている部分が散見され，

乙の部分の牧草の定着は極めて悪かった。

② 採草地

牧草の生育に関しては 放牧地と同様の結果が

得られた。すなわち，ブッシュカッター処理をお

乙なった調査区では発芽ムラがみられ，裸地や雑

草の割合も多かった。また，土壌改良資材を施用

した調査区でも同様の傾向があった。乙れに対し

て， レーキドーザ処理による調査区では，発芽状

態，裸地割合，雑草割合のいず、れも良好で、あっfこ。

以上の試験結果を踏まえて昭和58年2月，基本

計画を樹立し，農用地造成計画を図-1，表一 2

のように決定した。

損害物処理

2. 区域の植生

(1) 植生概要

本区域2，550μは，立木地393ん(15労)と無

立木地2，157ん (85労)Iζ大別できる。立木地の

の林相は，広葉樹林型(沢頭などの陽当りの良い

乾性地はシラカンパやイタヤカエデ，地下水位の

高い湿性地はヤナギが主体)と針広混交樹林型に

分けられる。また海岸に近い斜面はミズナラが主

体になっている。

樹林地以外の土地は，クマイ笹を主体とした原

野となっている(表-3)。

(2) 笹生地

区域の82%を占める笹生地は，全体に万遍なく

分布しているクマイ笹型とa 区域の南側に数ん~

数1011.ιの団地l乙散在するチシマ笹型とに分けられ

るが，両型の混生の見られるととろもあり，分布

は必ずしも一定でない。

区域および区域周辺での笹調査で見るとクマイ

笹が約805ぢを占めている。

土 耕起改地 良

(ロータリーカッター
及lltレーキドーザ二一)

(7'。ライング
ノ¥ロー)

土壌改良 整 -刷出

『

f
J 後処理

|土壌改良剤散布|

(ライムソアー)

I~ II→日
モデスク
ノ¥ロー)

げ
如
、
づ

ιυ

ッ
ラ

図-1

施肥・播種

モグラスランド
ドリノゆ

けンブリ
ッチロー
ラー)

4
a
E
A
 

丹
、

υ



表-2 機械造成工種・工法一覧表

工 種 諸 フE 工 法

抜 排 キ艮
樹径8'"'-17cm 

F早 軽抜根'密度900'"'-3，500本/ん
15 t級レーキドーザー

呈E3Z 
クマイ笹 ロータリーカッター十65P・Sホイーノレトラ

物 下草処理

処
チシマ笹 クターllt級

理
不陸均 し 11 t級ブルドーザー

土

地
心土破砕

1回掛
破砕深0.50m，間隔0.75m2回掛 パンブレーカ一+21級トラクター

改

良 暗渠排水 埋設深 1.0m，渠間15.0
m 0.35 m~級油圧ショベノレ

耕 耕 起 耕起深15cm，1回掛
プラウインクツ¥ロー28吋x20枚+21t級
トラクター

起 耕起(深耕) 耕起深25cm，1回掛
ブラウイングλロー32吋x16枚+21t級
トラクター

壌土良改 土改剤散布 炭カノレ8.3t/ね熔燐0.6t/忽ι ライムソファ一+6 t級トラクター

整 砕 土 砕土深15c万t，2回掛
ディスクハロー24吋x24枚+8 t級
トラクター

地 鎮 圧 ケンブリッチローラ一+6t級トラクター

施

sE 
施肥播種 種施子肥3606k0g/~ん680Kg~ん グラスランドドリル+6t級トラクター

播

種 鎮 圧 ケンブリッチローラー+6.t級トラクター

処後 排根処理 llt及び15t級レーキドーザー
理

表-3 地類、林相別面積総括表

地 類 立 木 地 無立木地

L 
混N交L樹(林針広) SG 

15- 言十
林 相

(広葉樹林)
言十 (笹野草地) 言十

密 (a) 82ん 23ん 105必ι &ι /Lι 1051.ι 

樹冠疎密度 中 (b)

疎 (c)
(85 ) (85 ) 
288 288 288 

言十
(85 ) (85 ) ( 1，340 ) (1，340) ( 1，425 ) 
370 23 393 2，157 2，157 2，550 

上七 率 14 % 19ぢ 15/αν £ 85% 85 ~υ d 100% 

)は農用地造成対象地

-32-



植生密度は両型とも似かよっているが，梓径の E 昭和58年度農用地造成工法試験およ

比較になると両型の差異は明らかでクマイ笹は径 び歩掛調査

1c祝以下が大半であり，チシマ笹は1cm以上のも

のが多い(表-4，図-2)。

3. 全体実施計画における農用地造成の基本構想

(1) 採草地および、兼用地

山成工で施工し，傾斜00__80で草地管理用機械

の利用上能率的な地形を選定する。造成工法は立

木地帯については15tレーキドーザによる抜排根

を行い，耕起はフ。ラウイングハローによる破砕工

法で、深さ20cmとする。また 笹地帯については15

tレーキドーザーによる埋木処理(稚樹を含む)

後，チョッパーで笹処理(粉砕)を行い，耕起は

ブラッシュブレーカーによる反転工法で耕起深20

cm，その後デスクハローで砕土をお乙なう。

(2) 放牧地

山成工で施工し，傾斜はOO""'lq，とする。笹地帯

の耕起・砕土をロータベータによる撹持工法で深

さ15cmとする以外は (1)と同様の工法とする。な

お撹梓工法の場合，笹の根等が表面にあらわれる

が，放牧lζ支障はない。

(3) 工法および施工機械

標準作業工程および作業機械を図一 3に示す。

表-4 笹の状況

1. 農用地造成工法の検討事項

宗谷丘陵区域の植生は笹が94~ぢを占めており，

稚内開発建設部が基本計画を策定する時点でも，

草地造成工法の低コスト化のための笹処理方式を

調査している。との基本計画を引継いで，当公団

も笹処理方式とその機種について，下記の様な検

討を行った。

(1) 笹処理方法の選択

笹処理方式の選択にあたり， レーキドーザー工

法と即地破砕工法を比較したが次の理由で即地破

砕工法を採用した。

① レーキドーザによるすき取り方法と較べ表土

の移動がない。その結果として降水時の土砂流

亡が少なし'0

② 排根線が少いので、土地の有効利用ができる。

③ 笹が腐食し肥料分として利用できる。

{2) 笹粉砕機種の選択

粉砕機として下記(表一 5)の機種があるが，

コストを考慮して国産の機種とした。

以上の乙とを踏まえ，農用地造成にかかわる機

械の試験施工および工法調査を実施する乙とにし

Tこo

(※上段~調査点数，下段~労)

村
密 度 直 f歪 笹 丈

AIBIC D 計
0.5cm 0.5"'" 1.5"'" 計 o "'" 5 0'"'"' 150"'" 250"'" 計
以下 1.5仰 2.5cm 50cm 150侃 250cm 300cm 

チシマ笹
8 24 7 39 4 16 6 2 6 4 14 17 4 39 
(21) (6D (18) (100) (15) (62) (23) (100) (10) (36) (44) (10) (100) 

クマイ笹
21 73 26 22 150 41 29 7 0 25 106 18 150 
(19) (19) qη (15) (100) (59) (41) 一 (100) (1 7) (71) (12) (100) 

※密度Aは100""'759ぢ， B 75""'50労， C 5 0""'2 5%， D 2 5%以下の植生
※直径は根株地上10仰
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② 撹持工法(放牧地)

HKチョッノ~­
+ + 

15tレーキ 8tトラクター
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図-3 標準作業工程及び作業機械
-フロ

タ

チ

ク
ツ
+
-
フ

け
J

I

F

げ

れ
ケ グラスランドドリル

+ 
6 tトラクター

表-5

名---........._称~機\種九 ブッシュカッ INKチョッノマー シ。ュレッドキ ロータ(リ国ー産カ) 備 考
ター(外国) I (国産) ング(国産) ッター

時間損料 30，700 12，800 1 7，500 13，4 0 0 

判 定 × 。 ム 。
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2. 農用地造成工法の検討および機械の性能試験

(1) 目的
¥ 

全体実施計画にかかわる農用地造成工法の検討

資料を得る乙とを目的として，各種機械の性能試

験および、工程について，調査を実施する。

(2) 調査項目

埋木処理，笹処理，耕起，砕土までの工程につ

いて種々の機械を使用し，①作業工程，②機械性

能，③出来上り状態について調査する。

(3) 調査結果

表-6

(4) 笹処理後における判定事項

① プラウイングハローによる耕起は笹がマット

状になっているため，円板が刺さらず表面を回

転していくだけで，耕起深不足となる。

② ボグノ¥ローは油圧なので耕起深は確保できる

が，粉砕した笹を集めてしまうので表面が均ー

にならない。

③ ロータベーターによる耕起は比較的良好であ

るが粉砕した笹が表面に出る。

④ ブラッシュブレーカーによる反転工法は良好

である。

表-6

⑤ 砕土の3回掛けは不経済であり，施工回数は

耕起作業機によって使い分ける必要がある。

(5)考察

① 笹処理機の性能は3機種とも大差ないロ今後，

歩掛調査を実施し，経済性を比較する必要があ

る。

② 採草地および、兼用地の耕起については，利用

形態や管理面を考慮、して，ブラッシュブレーカ

一方式とするのが適当である。

③ 放牧地については利用面等を考慮し，ロータ

ベー夕方式とするのが適当である。

3. 笹処理工法試験および歩掛調査

(1) 目的

昭和58年度農用地造成工法および機械の性能テ

ストの結果を参考にして，全体実施計画の設計，

積算の基礎資料を得るととを目的l乙笹処理機械

3種の比較試験および、歩掛調査を実施する。

(2) 調査項目

HKチョッノマー・シュレッドキング・ロータリ

カッターの3機種を使用し，試験区を設定して，

①作業速度s ②旋回時間，③作業巾等の測定を行

いん当り作業時間および、燃料消費量の調査をお乙

ぷ量三杢~竺三 PH2回
ボグハロー ローターベ

B B ーター 2回

レーキー 砕土 砕土 砕土
シュレッドキング 松

処理あり
DH--...2回 DH--...21 回回 DH--...2 回回
RV--"'l回 RV--"'l RV--"'l 

11 // // 

チ ヨ ツ パ-開発農機 // 

// // // 

// // // 

ロータリーカッター スター農機 // 
11 // // 

メEコk 判 定 × ム 。 。
※ PH…ブライングハロー BB・・・ブラッシュブレカー
DH...デ、ィスクハロー RV...ローターベーター

F
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なう。

(3) 調査概要

①調査場所 稚内市大岬

② 調査期間 58.6.20"'-58. 7.25 

③ 調査面積 10ん(工事面積60ん)

④ 調査機種および規格

表 -7

⑤ けん引機械湿地9tトラクター(小松D4

o P) 

(4) 調査結果

作業速度，作業幅，旋回速度は50mX40mの試

験区3ケ所設定し，各機種について，完則した。俵

-8)。

(5) 基準作業時間の算出(参考)

50m x40mの試験区のサイクルタイム調査より

得られた作業速度，旋回時間および作業幅の実測

値より圃場長辺別作業時間を算出した結果は下表

の通りとなった(表-9)。

表-7

、上記のん当り時間は，ロスタイム，給油時間3

点検調整，アイドリング等は含まない理論上の目

的作業時間であり，ム当り基準作業時間は乙れに

10%の割増を見込んだ。

(6) 笹処理工機械稼動実績

各機械の稼動時間を調査した結果は下表俵-

10)の通りである。

(7) 笹処理工h当り直接工事費の比較

得られたh当り基準作業時間をもとに，機械運

転経費を算出すると次のようになる(表 -11)0 

4. 58年度調査結果考察

笹処理工法として3機種の歩掛り調査を実施し

たが，総合的に考察すると次のようになる。

(1) HKチョッノマー

笹の粉砕効果も充分で経済性もあり有効な工法

である。ただし，今回の調査は笹丈は 1m程度で

傾斜も 8C程度までの地帯での結果であり，今後現

場条件が変った場合，作業係数，傾斜係数等を検

機 種 全 長 全 。百 全 両 製作メーカー

HK，チョッノマー 1，060mm 2，280mm 1，1 00伽 開 発農機

シュレッドキング 2~5 5 0 2.970 2.200 小松製作所

ロータリーカッター 1.500 重量 320 Kq 

表-8

J主¥ 現場条件 施回時間

傾度起伏笹文密
稼動時間 信転車支 作業巾 備考

度 90
0 
180
0 

NKチョッパー 00"，-so なし 1.00
m 310本/ 1 h

04
m
35
s 0.48 m/ 官1 215/ 46s/ 作業巾は

m2 sec 1.60 回 回 菊見l坪均直

シュレ、ソド
11 " 56

m
55
s 0.53m/ 官l 205/ 38s/ 

キング " // 

sec 1.50 回 回
// 

ロタリ
// " 

1 h02m03s 
0.48m/ 刀1 46与/

カッター
// // 

sec 1.65 回
// 

、

注)① 作業速度はロストラブノレを除く実測平均値

② ロータリーカッターは施回半径が大きく回り工法より往復工法の方が作業ロスが少ない

為往復工法とした。
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表-9

0ロータリーカッター

長圃 場辺 ん時 当間 準ん当時基間

75 4.54 5.0 

100 4.28 4.7 

150 4.62 4.4 

200 3.89 4.3 

300 3.77 4.1 

400 3.70 4.1 

oシュレ‘ソドキング

長園 場辺一 ん時 間当 ん時当基
準間

75 4.45 4.9 

100 4.22 4.6 

150 3.98 4.4 

200 3.86 4.2 

300 3.74 4.1 

400 3.68 4.0 

oNKチョッノマー

長閏 辺場 ん時 当間 準ん時当基間

75 4.63 5.1 

100 4.35 4.8 

150 4.11 4:5 

200 3.99 4.4 

300 3.86 4.2 

400 3.80 4.2 
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表-10

闘場 実稼働

働h①当時稼間

② ①-② 

H 機Kチョッノ種マj面 積 傾斜度
基業準時作間

備考
長辺 時間 x 100差

ILι m 
14.5 H 414 H 4.4 H ム5.996 3.5 200 70 

シュレッドキング 3.5 200 70 16.0 4.57 4.2 8.8 

ト

ロータリーカッター 3.0 150 70 15.0 5.0 4.4 13.6 

埋湿地木処16理t級 3.0 150 70 9.0 3.0 参考
レーキドーザー

推定基準作業時間と実稼働時間との対比を見ると各機種とも 3ん程度の実績値としては有
意差は認められず，短期調査結果からの推定基準作業時間を裏付ける乙とになった。

また，埋木処理については，実績結果だけを示した。

円
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討する必要がある。 W 昭和59年度笹処理工法歩掛調査

(2) シュレッドキング 1. 目 的

乙の機械は，稚樹s 小かん木等の即地粉砕用と 昭和58年度の調査で. Kチョッパーが笹処理

して開発されたものなので，笹の粉砕能力は充分 工法に適していることがわかった。しかし草地造

にある。ただし時間当り単価が高く経済性で劣る。 成工の設計，積算の根拠とするには調査面積が少

(3) ロータリカッタ一

今回供試したロータリカッターは，従来のホイ

ノレトラクター直装のものでは出力不足で笹粉砕が

不可能なので，エンジン付の特別製だったが，笹

処理(細断)効果は他機種より悪く，後続の作業

である耕起に支障をきたした。現在の現場条件に

対応する笹処理用機械としての要件は満していな

し、。

表-11

なく不充分である。そ乙で昭和59年度において，

笹処理とその前処理(埋木処理)の歩掛調査を実

施し，工事発注のための設計，積算の基礎資料と

する。

2. 調査方法

調査は笹処理・埋木処理とも試験区を設定して

お乙なう短期間調査と全体の稼動時間を集計する

長期調査を実施する。

3. 調査内容

表 -12

(58年度損料単価より試算)

長辺 ha当直接 HKチョッノマー
機 種 時間当単価 L=200m 場を1合o0のとし率た

基準時間 工事費

円/H H 千円
HKチョッノマー 12.800 4.4 56 100 

シュレッドキング
1 7.600 4.2 74 132 

(エンジン付)

ロータリーカッタ一
13，4 0 0 4.3 58 104 

(エンジン付)

表-12

項

1. 現況調査

2. サイクノレタイム測定調査等

3. 施工後調査

内

植生，地形

作業時間，作業速度，作業幅，施四時間等の測定

笹粉砕状況等

日 容

4. 機械稼働実，寵周査

5. 笹処理機械稼働実態調査

稼働実績，燃料消費量等

供用日数，運転日数，運転時間等

口。
つ
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4. 調査結果

笹粉砕の調査結果のみを記す。

表-13

笹処理後の粉砕長は試験区2，3ではネマガリダ

ケのため細断効果が悪く，心土破砕時に堆積物が

パンブレーカーに抱きょせられる現象がみられた。

これはシュレッドキングでも同様で，根曲竹のよ

うに弾力性のある障害物は充分な細断がで=きない

ためであるo開発局の資料では，破砕片が表面に

ある場合は発芽率が低下するので，破砕片を圃場

外に排出するか，土と充分混合する必要があると

記されている。

ネマガリ夕、、ケの存在する地帯は限られているがs

乙れらを考慮した施工方法を検討する必要がある。

59年度では破砕片を圃場から排除する方法を用い

fこo

表-13

粉砕長 堆平積厚均さ 笹平根深均さ

試験区 5 """'40
CTn 
4.5
CTn 13.5 CTn • 

/1 2 20"""'60 3.0 1 7.5 

1/ 3 20......，80 4.5 14.0 
トーー

平 均 15.0 

V まとめ

宗谷丘陵における笹処理工法は，開発局の基本

計画策定時から検討してきたが，公団が担当した

昭和58年度の全体実施設計時の試験施工および事

業着工後の短期・長期の歩掛調査でHKチョッノマ

ーによる即地破砕工法を最適と判断し，現地で稼

動している。

しかし，乙れまで造成した場所は茎の比較的細

いクマイザサ地帯であり，沢部や丘陵内陸部に分

布する茎の太いネマカ、、リダケ地帯では，本機の適

用性について再検討の要がある。すなわち，現在

使用している機械の破損しやすい部分を強化する

とか，あるいは別の機種の導入を図るといった乙

とが考えられる。さらに地形や勾配の変化に応じ

た作業の割増係数について59年度に調査したが，

資料としては充分でなく，さらにデータの収集に

努め，適正化を図っていく必要がある。

乙のように，笹処理工法には，まだ未解決の部

分が残っているので，草地造成後の追跡調査も含

めて継続的に調査を実施し工法の確立を目ざして

いく予定である口

以上
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ササ地帯における造成後の草地

宗谷丘陵地区パイロット牧場の草地造成と維持

管理の一部を携わってきた立場から，草地造成状

況や牧草の定着状況，収量などについて， 1，2考

察してみたい。

本地区の造成法は， レーキドーザによる障害物

除去とチョッパーによるササ処理の後，採草地と

兼用地はブラッシュブレーカによる反転耕起法，

放牧地はロータベータによるかく持法が採用され，

その後の施肥，播種s 鎮圧は同様の方法lとより実

施された。

酸性褐色森林土と疑似グライ土から成る当地域

の土壌条件では，ササを土地に還元する造成法が

望ましく，本方式の採用に先立つて，ブッ、ンュカ

ッターとデスクによる不耕起造成法と慣行による

耕起造成法を比較している(昭和57年)口乙の結

果s 不耕起造成法はs 牧草の定着化や裸地の発生，

雑草侵入の面で耕起法に劣り改善を要する乙とが

わかった。特に，ササの密度の濃い所では切断さ

れたササがマット状となり その部分の牧草の定

着が著しく不良となり，雑草の侵入や裸地化を招

いた。乙の原因は，干ばつのため水分不足による

発芽不良もあるが，発芽後の水分供給が円滑に行

かず枯死したものが多いためであった。乙の乙と

から，干ばつに度々見舞われる当地域の気象条件

を考慮するなら，播種床を堅密にし牧草のスタン

ド確立を図る乙とが重要であると判断され，前記

のような工法を採用する大きな理由となった。

次l乙，草種の選定と草種の組合せにあたっては，

地域性と利用方式を配慮し 放牧型 1種類(オー

チヤードグラス・ムニ4と~ムネ・ケンタッキー

フツレーグラス・シロクローパ)，兼用型1種類

(オーチヤードグラス・トーノレフェスク・シロク

小倉紀美

(天北農業試験場)

ローバ)，採草型3種類(オーチヤードグラス早

生・シロクローパ，オーチヤードグラス晩生・シ

ロクローベ εfv:=J・メドウフ込之・シロク
ローパ)の計5種類の草地を造成した。

造成草地の仕上り状態は全般に良好であり，反

転耕起法による用地は良好に草地化されていた。

一方， ロータベータによるかく祥法の放牧用地も

雑草の侵入やササの再生も少なし，均平度も良好

であった。乙のように，ササを破砕して，乙れを

表土にかく枠混入させる地力温存型の本工法は造

成段階において十分成功したと判断された。牧草

の定着状況は，播種時期lと降雨l乙恵まれ潤沢な土

壌水分と適期内lと播種された乙とがあいまって整

ーに発芽し良好な定着を示した。発芽後，不順な

天候のため，やや不振な生育経過をたどったが，

越冬までに十分な生育期間があったので，全般に

牧草の越冬態勢は十分であった。

造成2年目以降の維持管理は，北海道施肥標準

(昭和53年)に準じて行った。牧草収量について

みると， 2年目(昭和59年)は干ばつの気候で，

宗谷管内の牧草収量は平年の86~ぢ程度であった。

パイロット牧場では採草地が32t /ん，放牧地

の牧養力が328C D (カウデー)であった。 3年

目(昭和60年)は全道的に干ばつの気候であった

が，当地域では2番草の生育持期に比較的雨に恵

まれた。このため， 1番草の生育が不良であった

にもかかわらず，年間の収量は採草地が約38t / 

ん，放牧地の牧養力は350CDを越えた。乙のよ

うに，放牧地の生産力は比較的良好であったが，

採草地の収量は予期した程でなかった。乙の主な

理由は 1番草の生育時期の気候が低温寡照のため，

l番草の収量が19t /む強程度しか得られなかっ
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たためと判断される。 める乙と，生産性の向上と維持年限の延長を図る

最後に，今後の草地の維持管理にあたっては， ため糞尿の有効利用や秋施肥技術の活用，土壌診

l番草の増収を図るため春の施肥を出来るだけ早 断技術の活用などが重要である。
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ササ地帯における草地造成機械

ーとくにササチョッ1'¥ーの構造・性能等について一

新墾地における笹処理には，古くから，刈り払

い火入れ工法が一般的であり，戦後は薬剤散布に

よる処理法も誕生したが，環境保全上乙のましく

ない乙ともあり，その後は一貫して重機による機

械施工が中心となっている。

然し乍ら，従来のレーキドーザーによる表土剥

は，貴重な有機質を廃棄することになり，地表植

生の有効活用が望まれている。

(1)作業の概要について

当社の開発によるHK-180Mチョッノマーは，

トラクター又はブノレドーザーによる牽引式のアタ

ッチメント型の軽量lとして，且つ，高能率，経済

的な笹刈機である。

笹刈機l乙機械的に要求される内容として

① 疎・高密度に関わらず，強力に刈り取り可能

な乙と。

② 更にスキ込みに支障のない様に，細断する乙

とc

③ 地表の凹凸になじむ様にする乙と。等である。

①について，本機の作業は.60P S以上のトラ

クターのPTOから動力を取り入れるが，更に高

密度，強じんな笹等の熊笹，根曲り笹等に対して

は，別途作業用エンジン (85PS)を笹刈機に装

着して，カッターシャフトを強力駆動する。

②切断について(図-1) .カッターシャフト

に93組(1組2枚刃)のカッター(パネ鋼使用)

が装着されているo 2速の時には. 1秒間に約l

mの前進中に，切断された笹類は，フード内に取

り込まれて，同じく 1秒間に33回転する93組のカ

ッタ一刃により，フード内で繰り返えして細断さ

黒木 健

(開発農機株式会社)

されて，2Om.mから 100棚程度の長さになり，後方

から排出される。

③不陸装置について，フード後方のローラーよ

り，地上とカッター刃の間隔を調節してs 地表を

打撃しないように工夫されている。

，(2) 作業能率について

宗谷丘陵地区の施行においては，着工当初の植

生状態から，奥地に進むにつれて，高密度に繁殖

している熊笹を処理している。現在の作業能率は，

10hr当り約2.5んの実績となっている。推定では，

1 m2当り 1，500本程度の植生密度である。更に密

植状態が予想されるので，今後の作業lζ，改良型

を製作予定である。

HK 180 M仕様

全 長 1. 3 0 0沼沼
寸
全 巾 2，2 5 0 m.m 

全 局 1，010卿
法

(エンジン約付695500kKgg) 重 量

'性 作業速度 2----41cm/h 

青色 作 業 巾 1，8 0 Om.m 

カッター外径 4 44m.m 
装

、1

周 速 度 4 6.5 m/S 
置
カッター数 9 3組

リンク継コ 手規格 J 1 S 1I (カテリ No.)

適 応 ，馬 力 60P S以上
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図-1

2. 250mm 

フード{切断続分l祖母面図 図-2
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昭和59年度現地研究会ミニシンポジウム討論要旨

一群管理牛舎を中心に乳牛管理を考える一

昭和59年度現地研究会は，昭和59年9月T日，

札幌において， r群管理牛舎を中心に乳牛管理を
考える」をテーマに約90名が参加して行われたロ

見学先は，札幌市篠路伊藤牧場および北海道農業

試験場(現地搾乳施設・群管理牛舎・簡易実験牛

舎・ソーラ保育舎・スラリー好気反応槽)であっ

た。見学場所の詳細については，会報第19号に掲

載済みである。北海道農業試験場を見学の後，同

場において，西埜進氏(酪農大)を座長とし，伊

藤慎吾氏(酪農家人柏木甲氏(北農試)，竹園

尊氏(北農試).四十万谷吉郎氏(北農試)，片

山秀策氏(北農試)，梅津典昭氏(北海道オリオ

ン)，土谷紀明氏(土谷特殊農機)を助言者とし

て， ミニシンポジウムが聞かれ，活発な討論が行

われた。以下の要旨は当日の討論から取りまとめ

られたものである。

座長:見学場所で，詳細な説明をうけましたが，

補足説明がありましたらお願いします。

柏木:群管理牛舎を約7カ月間使用して，感じた

ことであるが，牛舎のストーノレは，サスペンド型

と標準型とを設けたと乙ろ， 6対4または7対3

の割合でサスペンド型の方に多く牛が入る。乙れ

はまだ，サスペンド型を南側に設置したためかあ

るいは，型の違いによる牛の好みなのかわからな

いが興味ある乙とです。またストーノレを固定式に

したため，怪我 α力骨々折)をした例があります。
梅津:群管理牛舎のドア・フィーダーですが，

キサーから飼槽まで， 1分かかるため.90頭では

90分かかり，その間ベソレトコンベアは動き続けま

す。乙の他，飼料の重量測定の誤差をどうするか，

現在の方法ではコストがかかりすぎるなどの問題

があります。ストーjレ・フィーダは問題ありませ

んロパーラーはタンデム型にしてあります。へリ

ングボーン型の方が場所をとらないし，能率的で

価格も安いが，北農試は試験のためにタンデム型

を採用しています。

土谷:今日見ていただいた伊藤牧場は全部土谷製，

北農試はサイロが土谷製です。北農試のサイロは，

スティーブとモナリスクサイロとしてあります。

施設はすべて実績のあるものばかりですので， リ

スクは全くおっておりません。

竹園:私達の実験施設は，ほぼ出来あがったもの

とみておりまして，残された問題はこれをどのよ

うに使うかという利用システムの確立です。スラ

リー反応槽は現在のままでは，電力消費量に問題

があります。

座長:それでは，次lと群管理システムについて進

めていきたいと思います。群管理は，第11ζ効率

的でなければならない。前のシステムより良くな

っていなければならないという乙とが言えます。

第2に使いやすくなければならない。第31乙畜舎

環境がよいか，さらに安いものであるかどうか。

乙れらの点が問題になると思います。乙れらの点

から伊藤さんの牧場ではし、かがでしょうか。

伊藤:私は17年間酪農をやってきて，現在の牛舎

はすべての面で前の牛舎よりプラスの要因を持っ

ていると考えていますo 現在は糞尿処理が一番の

i 問題となっています。仕事は前より楽になりまし

たが，頭数がず、っと多くなりましたから，すべて

量の問題となって時間はかかります。糞尿処理も，

近くのタマネギ畑に入れるなど，地域複合を考え

れば今後よくなると思う。現在はスラットによる

足の病気が問題で，月 2頭ぐらいの割合で，怪我

・病気があります。しかし乙れは，これから後代

の牛が育っていけlえ古い牛を処分して交替すれ
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ば良くなると考えています。結局は，乳と肉との

経営ですからそのようにやっていきます。別の問

題では，飼料ミキサ一容量が1トンと小さいので，

1日1回給飼とすると 2トンすなわち 2回作らな

ければならないので面倒です。糞尿処理は問題は

ありますが，前よりず、っと楽になっています。今

は夜間に散布しています。現在の産乳量は約6，500

Kqで、すD

所(新得畜試) :新得の群管理は，飼養条件が特

殊です。夏は完全放牧と乾草3""'4K9/頭，濃厚

飼料は最大6K9/頭冬はサイレージと濃厚飼料

6Kq/頭でs フリーストールに搾乳牛と乾乳牛も

混ぜています。産乳量は， 7，900""'8，000 K9/頭

・年で，乳房炎を厳しくチェックして，少なくす

る努力をしています。育成牛は完全放牧していま

す。

伊藤:コンプリート・フィードと乳量との関係は

よくわかりませんが，乳量はふえています。今ま

でのスタンチョンでは制限給与のため，牛の能力

が十分発揮できなかったのではなし、かと思しぜす。

4トンのバルククーラーを満タンにするためには，

サイロ 4本を満タンにしなければなりません。そ

のためには，閏場への糞尿還元のサイクノレがどう

しても必要です。育成牛・乾乳牛用に乾草を購入

しており s 昨年はコンパクトベールを 3，000個買

いました。

座長:それでは，畜舎内環境についておうかがい

したいと思います。

片山:換気量は，我々の測定では，伊藤牧場の方

が，北農試の簡易牛舎より多くなっていますし，

冬場の温度も高く，アンモニア濃度も 2ppm以

下と薄くなっています。伊藤牧場は，空気の流れ

も良く，乙れも多頭飼育の効果がでているのでな

し1かと思います口

加藤(八雲) :伊藤牧場は，パーラー内が非常に

きれいでしたが，空気の減圧の関係はどうなって

いるのでしょうか。

伊藤:私は，パーラーをきれいtとする乙とは，乳

価とは関係なくとも良い牛乳を生産しなければな

らないという 1つのアッピ-)レとして考えていま

す。

堂腰(北大) :伊藤牧場の管理棟には，フィノレタ

ーを通した乾燥空気を強制通風しております。従

ってパーラー内は，乾燥しやすいし大腸菌数を

少なくなっています。圧力は当然、パーラ-内の方

が牛舎内より高くしてあります。自然換気は，強

制換気に比べて当然昼夜の温度差は大きくなりま

す。

座長:フリーストーノレ方式は省力化で、きるかとい

う問題ですが。

伊藤:私は，父親と私ども夫婦の家族労働だけで，

あの頭数をやっているのだ、から，省力化できたの

だと思っています。

太田(帯畜大) :スタンチョンからフリーストー

ノレに変った人は，皆フリーストールの方が良いと

いっているのを考えれば4省力化できていると思

つD

所:しかしフリーストールlとするにはs スタン

チョンに比べて，ある程度多くの頭数が必要にな

ってきます。

座長:それでは最後に北農試の畜産部長さんl乙お

願し、します。

針生(北農試) :本日は北農試の牛舎を見学して

いただいてありがとうございました。私は，フリ

ーストールで、高泌乳牛を育てるのは仲々むずかし

いことだと感じておりますが，乙れもコンプリー

トフィードが完成すれば達成できるでしょう。そ

のためには群管理システムと同時に，一方では個

体管理が必要となってくるわけです。北農試では，

群管理牛舎とあわせて，古い牛舎を対頭式から対

尻式へと改造中で、して，乙れが完成後は，群管理

と個体管理の比較研究もできると考えています。

本日はどうもありがとうございました。

--45 -



昭和59年度シンポジウム討論要旨

乳牛の群管理システムを考える

昭和5咋度シンポジウムは「乳牛の群管理シス

テムを考える」のテーマで，昭和 59年 12月5日

(水)，午後 1時から，北海道大学農学部大講堂

において開催された。朝日田康司氏 C北大)，西

埜進氏(酪農大)を座長とし，近藤誠司氏(乳牛

の群行動と管理:北大)，干場信司氏(乳牛の群

管理施設:北大)，柏木甲氏(群管理用試験牛舎

の設計上の特徴と使用方法ならびに試験の方法:

北農試，現北海道オリオン(樹)の話題提供ならび

に参加者による討論が行なわれた。話題提供の内

容は，前号(19-号)に掲載されているが，以下の

要旨は当日の討論から取りまとめられたものであ

る。

座長(西埜):近藤先生の発表された「乳牛の群

行動と管理J~L関する質問をお願いします。

糟谷(上川農試): 100頭と 30頭の関係は分っ

たのですが， 30頭と 15頭とではどちらがよろし

いのでしょうか。

近藤:群の行動上の特性からいけば， 2頭以上，

30頭以下であれば，ほとんど同じであろうと感じ

ております。ただ，管理面の都合上，施設とか労

働集約性の点から考えて， 30頭以下iとすると今度

は逆に群ばかり増えてしまうという乙とになると

思います。

糟谷:そうする15頭の群でもいいという乙とです

ね。

近藤:そのあたりは経営の都合によってきまって

くるのではないかと思います。行動上は問題ない

と思います。

相木:群構成ないしは群の機能の問題で，行動の

斉J 性をとりあげていましたが，最近の群管理の

方法で，採食行動の斉一性を人為的にくずすよう

な管理，いわゆる不断給飼とかコンピューターコ

ントロールフィーダー CCCF)とかがあります

が，乙れらの関係で，群管理を新たに究明しなけ

ればならないのではという気がしますがいかがで

しょうか。

近藤:現在の群管理技術の中で，斉一」性と相反す

るような群管理システムが出てきているという問

題ですが，実際にCCFの試験を行なってみて，

また，ストーノレの数などの問題から考えてみて，

先程の3つの群行動の特J性のうち，行動の斉_..j性

というのは，比較的くずれやすいのではないかと

思います。もともと一斉に採食したり移動したり

するというのは，おそらく，一番最初の目的であ

る防衛機能から生まれてきたのではないかと思い

ます。群から遅れたら食われてしまうといった乙

とから残っている乙とではないかと思います。だ

から，少しいじってやると割と簡単にくずれてし

まうという面があるようです。全体の考え方とし

て，群行動本来の独特のパターンと群管理技術と

いうのがど乙で接点があるのかという問題になり

ますが， 1つはそのパターンを壊してしまうとい

う乙と，例えば，社会性を壊すためにフリースト

ールを採用するとか，斉J 性を壊してCCFで給

飼するといった方、法と，もう 1つには，それらの

パターンをいかして， 1頭あたり乙れだけの個体

間距離が必要だから，これだけの頭数が収容でき

るといった方法があるのではないかという乙とを

漠然と考えています。

岡本(新得畜試):先程のお話しで，新しく群が

形成されるのに，色々な手続きがあって，約 1週

間かかるという乙とでした。乙れは，全然別々の

と乙ろや2頭ず‘つの群などから牛を集めてきて新

しく群を形成する場合ですが， 1っすでに安定し

た群があって，そ乙に新しくメンバーが加わる場

合に，その群が安定するまでに，はたして 1週間
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かかるのかどうか。乙の場合，新しく加わる牛が，

その群に比べて小さいような場合と，比較的強そ

うな場合とで違ってくるでしょうけれども，もし

御存知でしたら教えて頂きたい。

近藤:実際に実験を行なっている時に， 1頭故障

を起乙して一斉に群にできなかった場合がありま

す。その子牛を，後から群lζ入れた場合，非常に

早く群は安定します。なぜ早し 1かという問題です

が， 6'頭個別飼いにしていたものを 1群にした場

合，何もないと乙ろから作らなければいけない訳

ですが，すでに行動性等の土台がある所に組み込

まれる場合には，非常に容易な手続きではなし1か

と考えております。

座長:干場先生の発表された[乳牛の群管理施設」

に関する質問をお願いします。

上回(共済薬事):蹄の病気の比較が出ていまし

たが，股関節脱臼等の比較について教えて頂きた

しiO

干場:私が見ました資料に関しては，そのような

資料は見つかりませんでした。

座長:柏木先生の発表された「群管理用試験牛舎

の設計上の特徴と使用方法ならびに試験の方法」

に関する質問をお原郎、します。特になければ，と

のまま総合討論に入りまして，その中で質疑応答

をお願いしたいと思います。

座長(朝日田):総合討論に入ります前~L，柏木

先生の話題提供に関しまして，メーカーの立場か

ら何か補足する事がありましたらお願し 1します。

梅津(北海道オリオン):今回の会報lζ書かせて

頂いた中で，本質的に牛飼いの要素に欠けるんで

はないかという失礼な書き方をしている箇所があ

りますが，乙乙では，近藤先生のお話しにもあり

ましたように，牛を知るというとと，牛を飼うた

めには牛の親分にならなければいけないんではな

いかという乙とを書きたかった訳ですo それから，

施設の方で若干付け加えますと， ドアフィーダー

ですが，私自身はまだ完成したものとは思ってお

りません。乙れからは，コンプリートフィードと

言いますか，混合飼料というものが主体になって

くるのではないかと思われますが，今の施設では，

どうしても盗食等によって，実際に牛の胃袋に入る

るものと計算値とが違ってしまう。コンピュータ

ーでいかに正確に計算して給飼しでも，実際に牛

の胃袋に入るものがかなり違っていたので=は何に

もならないという乙とで，ドアフィーダーが開発

された訳ですが，現在の機械は，施設面で高いと

いう乙とと，管理上の問題点から，実際の酪農家

向けではないと感じています。乙の点につきまし

ては，機械屋サイドで今後改良して行きたいと思

いますD それからもう 1点，今回の会報の52頁の

乳牛管理システムについてですが，北農試の場合，

システム的にと言うより予算の都合上，各施設と

コンピューターのオンラインという乙とをしてお

りません。それぞれの制御部とコンビューターは

切り離して，取ったデータを後からコンピュータ

ーでにインプットして演算するという形になってい

ますが，今一般に農家から要求されるのは，コン

ピューターと各機械とのオンラインという乙とで

す。ところが，専門家でもなかなか使いこなせな

いのに，農家の段階で各機械とコンピューターを

オンラインしてはたしてうまく行くだろうか。コ

ンビューターは，あくまでも各データに基づいて

演算するだけ，演算したものは各制御部にインプ

ットするという形の方が良いのではないだろうか

と考えております。

座長:ありがとうございました。それでは，総合

討論に入りたいと思います。まず最初に，本日の

話題提供の中で，近藤先生は牛群というものの考

え方を，社会的群れ，群れj士会という言葉を使っ

ていた訳ですが，乙の点は，近藤先生の報告の骨

子をなす所だと思います。しかも，群というのは

適応機構を持っており，そしてまた，その群を構

成している個体に対する環境でもあるという 2面

性がある。その群の行動の反応機序を把握した上
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で生産効率を考えるべきだという乙とだったと思

います。一方，干場先生は，多頭飼育化に伴う群

単位の乳牛管理というととで，その場合の群とい

うのは，近藤先生の言われる群とは若干違うので

はないかと思います。しかも，干場先生は，家畜

側の要求l乙答えた群管理システムへの到達という

乙とも言っておられます。その辺が，本日の群管

干場:私は，群管理を多頭管理と捉えていた点が

あります。それで，近藤先生が述べられたような，

個でなくて群であるから変わる状況という事に関

して，確かに考慮していなかった点はありますが，

施設を考える時に，乙れまでも人間サイドから家

畜サイドに押し付けてきていて，群としての動き

から施設を決めてきた事は非常に少ない訳です。

理システムを考える場合のまず基本的な考え方で， それが必ずしも良いという事ではありませんが，

そ乙をどう整理するかというととになろうかと思

います。その点につきまして，話題提供の先生方

~C ，それぞれの御意見をお願いして，その中から

集約していきたいと思います。

近藤:私自身の話のポイントは，放し飼いで群飼

にした場合に出てくる特別と言いますか，独特な

状況というものがあって，その反応機序を理解し

た上で管理技術を考えて行くべきではないかとい

う事だった訳です。それに対して干場先生は，群

単位と言いますでか，概念としての群として扱って

いて，その中でシステムというものを考えて行乙

うという乙とで話をされている。柏木先生は，実

際の具体例という形でのお話でした。干場先生と

私で基本的に群というものの考え方が違う訳です

が，私自身は，例えば乙乙に 100頭の乳牛がい

て牛舎に入っている。乙れが，つなぎ飼いにされ

ている場合と放し飼いにされている場合とで，技

術的にどのように違ってくるだろうかという乙と

を考える訳です。概念としての群であれば，つな

ぎ飼いであろうとなかろうと搾乳牛群というのが

あり，乾乳牛群，若牛群といったものがある。そ

の場合の技術というのは，非常に極端な事を言っ

てしまえば，今ある20頭， 30頭の牛群での技術

を発展させて行くことで，ないしは今ある技術で

解決できる問題でないだろうか。放し飼いにした

時に初めて従来の技術でおさえられない面が出て

来てしまうのではないか。そう考えた事が，私の

本日の本題でもあり，また研究の中心的な課題で

もある訳です。

多分乙れからも，そういう傾向が強いと思います。

それから，群管理を考える時に，個から群に変っ

たからという事だけで決まってくる問題は，それ

ほど多くはないだろうと考えていましたので，そ

の点について，割合無視したという面があるかと

思います。それから，頭数が変っても空気環境は

変わらないのではないかという点ですが，基本的

な望むべき空気環境は変わらないと思います口し

かし，理想的な空気環境を維持するための管理の

仕方は，頭数が変化すれば変わらざるを得ないと

思いますし，大きく変わると思います。けれども，

それは連続的ではないだろうと考えます。

柏木:群管理システムを放し飼いを中心に考える

場合には，つなぎ飼いの場合と違って解決しなけ

れJまならない問題点が多いと思います。

座長:どうもありがとうどざいました。今のお話

しで，近藤先生も干場先生もあまり違わないよう

な気がしてきました。家畜側の要求に答えた群管

理について，それが群れ社会というような点につ

いても，今後考えて行かなければならないだろう

と言うことだと思います。そ乙で，群管理という

ことに対して御意見を出して頂きたい。

上山(北大):家畜の適応性と言いますか，近藤

先生のお話しの社会適応性と言った事に関連する

と思いますが，例えば，育成時期に群で管理を行

なった場合に，牛によって個性があっていろいろ

と違った行動が出てくると思います。そのような

違いが，実際に生産に従事するようになった場合

にどうなるのか。もし，育成時の癖というものが
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最終的に生産段階にまで持ち込まれるのなら，子

牛の時l乙群管理l乙適さないものは，その時点で淘

汰してしまった方が良いという考え方も，極端な

場合，出来ると思いますがいかがでしょうか。そ

れから，干場先生にお伺いしますが，アメリカあ

たりで群管理というものが，非常に広く行なわれ

るようになってきている訳ですが，育成時におけ

る管理施設と，搾乳というような生産段階におけ

る管理施設との関連性について，先程の慣れとも

関連しまして，何か研究がなされていますでしょ

うか。

近藤:いわゆるなれとか個性差という問題は，他

の様々な問題とも関連して，非常に難しい問題で

す。個体差に関して言いますと，これから頭数規

模が増えてきて，群の中の個体管理自体がコンビ

ューターを利用してようやく出来るような状態に

なって来るとすれば，個体差の大きい牛群は，生

産面ではなくても，行動面でも好ましくないと思

います。育成段階で非常にユニークな行動をする

ような牛やどうしても群になじまないような牛は，

淘汰されるべき運命にあるのではないかと考えま

す。もう 1点，適応とか順応と言った問題ですが，

牛自体は非常に順応性の高い，何にでも大体なれ

てしまう動物だと理解しても良いのではないかと

思います。それと非常に似た問題ですが，学習の

問題があります。子牛の時に一生懸命撫でたら，

生産的には直接結び、つきませんが，成牛になって

からも扱い易い牛になるのではないかという事で，

毎日くり返し牛を撫でたという実験があります。

しかし，乙れは簡単に消えてしまいます。学習と

いうのは，くり返し何度でも施さないとすぐ消え

てしまいます。学習と順応をどう区別するかとい

う問題はありますが，乙のような訓練自体を実際

の管理技術として生かすには，もう少し研慣が必

要だと思います。

干場:若牛の段階と成牛の段階で目標が違うと言

いますか，若牛の段階の最大の目標は健康に育て

る事であって，成牛の段階では，いかに乳を生産

するかという事になるかと思います。それで，子

牛をできるだけ健康で，自由に能力を発揮させ得

るような牛に育てるという意味で，色々な施設，

例えばカーフハッチであるとか，その次の段階，

また次の段階というふうに施設を考えて行ってい

るのだろうと思います。ですから，目的が違いま

すので，子牛の時乙のような施設で飼ったから，

成牛の時乙うなったという事にはならないと思い

ます。ただ，例えば，外でカーフハッチのような

施設で飼った子牛が，成牛になってコールドパー

ンにも適応しやすいという報告はあります。しか

し，私が見た限りでは，例えばカーブハッチで飼

っていた子牛が，必ずしも成牛になってコーノレド

パーンで飼われている訳ではありませんし，必ず

しも子牛の施設と成牛の施設とが関連があるとは

思いませんでした。

座長:今の点は，育成時の管理システムとか生理

学といった観点からの御意見だと思いますが，群

管理という観点から御意見ございませんか。

岡本:私は基本的には近藤先生と同じ考え方です

が，近藤先生のお話しでは，放し飼いにした時の

牛の群としての行動から，新しい管理技術が要求

されるのではなし、かという事でした。放し飼いに

しなければ要求されないのかという事になります

と，いわゆるつなぎ飼いの場合でも，牛がお互い

に顔見知りであるという状況では，それは何か淡

い群れではないかと私は考える訳です。隣の農家

の牛と，自分の牛舎につながれて飼われている隣

の牛とでは，その牛にとっては，群れにならない

までも認識が違うのではなし、かと思いますが，そ

の点はし、かがで、しょうか。具体的には， 1日に 1

~2 回非常に短い時間でもパドック等に出れば，

そ乙でいわゆる群れになるんではなし、かと思いま

すが。

近藤:最後に言われた事がまさにその解答だと思

います。先程，つなぎ飼いと放し飼いとはっきり
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分けて言いましたが，実際，現在の酪農経営の中

で，つなぎっ放しにしている所があるだろうかと

いう事があります。北大農学部の附属農場の牛舎

には，経産牛約2D頭，全部で70頭ほどの牛がいま

す。乙の牛舎はつなぎ飼い式牛舎です。実際には

放牧を加味していますので，特に放牧シーズンは，

つながれている時間の方が短いです。外でパドッ

クにいるか，放牧地にいるかといった形で、すから，

牛舎全体をミルキングパーラーとして使っている

ようなものです。ですから，放し飼い群管理とつ

なぎ飼いとを，実際にど乙で分けるかという問題

が今出て来ている訳です。結局どとで分けるかと

言えば，メインである給飼と搾乳をどのように，

例えば搾乳をパーラーでやっているかノマイプライ

ンないしはバケットでやっているか，また給飼を

1頭ずつ前に置いてやるかCCF等を使ってやる

かといった問題になると思います。ですから，実

際につなぎ飼いといってもかなり群になっている

訳で，岡本さんが最後におっしゃられた通りだと

思います。

座長:次にステージ別の群分けという事が，若干

のくい違いはありますが共通的に出て来ている訳

です。乙の点に関して御意見お願いします。

渡辺(ヤンマー農機):昨年度の現地研究会で十

勝をまわりました時に，最後に見せて頂いたスタ

ンチョン式牛舎のお宅では，育成段階は全部林間

放牧に出しており，非常に良い育成が仕上がると

いう事でした。乙の点に関して御意見を伺いたい。

干場:育成段階と言われたのは，晴育を終えた段

階か，あるいはそれから少したった段階という事

だと思いますが，私の説明の中には放牧の事は全

く入ってませんし，私自身考慮していませんでし

た。それで，放牧に関して特に申し上げる事はあ

りませんが，それにしても，暗育段階とその次の

放牧に出すまでの段階については，例えば，晴育

段階では個々に隔離して飼い，次iζ小数のグノレー

プ忙して飼うというような事については変らない

と思います。

近藤:私はステージ別の群と言いましたが，乙れ

は，管理面等でそのように分けた方が良いという

事で，その場合に，ステージ別の群ごとに，どの

ような行動特性があるかという事を紹介した訳で

す。当然，育成牛の放牧という事もありますし，

乙の場合，御指摘のような林間放牧だけでなく，

例えば共同牧場に預けてしまうという形もありま

す。現実にそのような方法でうまく行っています

し，私自身，群れとしてそれは非常に良い乙とだ

と思います。運動させたら骨も太くなるだろうと

思いますD ただ，今後の経営全体の動向が大規模

化，多頭数管理と同時に，非常に高度な生産性を

求められており，飼料給与も非常に細かく管理す

る必要がある訳です。その意味で，林間放牧等，

栄養学的な出納関係が正確に把握できない場合の

検討がもう少し必要だと思います。

座長:群管理システムの中でのコンビューターの

利用という問題がありますが，その点について御

意見お願いします。近藤先生は，コンビューター

の事はあまり触れられていなかったように思いま

すコがいかがでしょうか。

近藤:放し飼い群飼育において，頭数が非常に多

くなってきた時に初めて生きてくるものだと思い

ます。その段階では，群の中の個を管理するのに，

情報管理方式として，コンピューターは非常に有

効だと思います。現時点で，搾乳牛が30頭，40頭

でコンピューターがし、るだろうか。それよりも，

個体別のカード等を，その農家はきちんと整理し

ているだろうかという事が心配ですし，コンビュ

ーターを入れたら，それで何でも片付くと思って

いるのではないかと思うと，若干不安になります。

確かに， 100頭， 200頭とか，欧米等のように

1，000頭単位で搾乳牛を管理しなければならな

くなった時点で，コンピューターは不可欠なもの

になってくると思います。ただ，人間のカンピュ

ーターと言いますか，乙れは非常にすさまじいも
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ので，例えば， 30頭搾乳牛を持っている人は，牛

舎に入っただけで，様々な事を重み付けしながら

情報を選択して見てしまう。乙の牛は今日は食い

込みが悪かったけれど千可で、もない，というような

事をさっさと判断してしまう。個体の特性，個体

差というものを，頭の中で調整しながら管理して

行く訳です。乙れが，コンピューターで， 100頭，

200頭を管理するようになると，おそらくそれは

なくなると思います。一定の規格の中の乳牛しか

扱えなくなる。いくら生産性が高くても非常に癖

の強い牛等は，その管理の中では切り落されて行

きますし，また，切り落として行かなくてはなら

ッジが溜って排水上の問題が出てくると思います

が，乙の点をどうすればよろしいのでしょうか。

干場:今年の現地研究会で見学しました伊藤牧場

の場合ですと，自然換気で地下ピットという形で

すが，表面に出るスカムといったものは，ほとん

ど出来ていないようです。それがなぜかという事

につきましては良く分かりませんが，換気が十分

なので，嫌気性発酵にならないからとも考えられ

ます。それで，特別問題にならない状態に出来る

のではないかと思います。

渡辺:その点が本当に大丈夫なのかという事を伺

いたい訳ですが，土谷さんいかがでしょうか。

ないと考えております。 土谷(土屋特殊農機具製作所):伊藤牧場の場合，

座長:ありがとうございました口群管理，ステー 予算の関係で十分な施設が出来ませんでしたので，

ジ別の問題，コンピューターと話しを進めて来ま 最初は少しトラブルがありましたが，現在では解

したが，全体として御意見ございますでしょうか口 消しております。発酵しない点に関しては，良く

渡辺:干場先生にお伺いします。コールドパーン わかりません。

の牛舎でスラット方式の場合に，ピットにおける 太田(土谷特殊農機具製作所):ピットの糞尿を

糞尿の撹持，発酵をどのようにするかという事で 汲み上げる時の臭気について現地の方に質問しま

す。乙れを撹持，発酵すれば，当然非常に臭気が したと乙ろ，風の吹いている時に汲出すのだとい

上がり，空気環境が悪くなるのではないかと思、い

ますが。

干場:ウォームパーンでもコーノレドパーンでも，

地下ピットに溜める方法はよく取られていると思

います。ただ，その場合~c，発酵したものがその

まま上にあがってしまいますと相当な臭気になり

ますから，よほど大きな換気量でなければ，舎内

の環境は悪くなると思います。ですから，コール

ドパーンでも相当大きな換気量だと思いますが，

それを，冬のかなり寒い時でも密飼いでカバーす

る方式を取っているのだと思います。処理につき

ましては， 6ヶ月以上溜めれる貯溜槽ですから，

おそらく年に 2回ぐらい，集中的な処理をする事

になると思います。

渡辺:コールドパーンの場合，糞尿槽の撹持をし

ないで，なるべくそっとしておくという管理をや

られているように思われますが，その場合，スラ

うことでした。それから，発酵するかしないかの

問題ですが，あのようなシステムで十分に発酵さ

せて，園場l乙撒いた時に臭いが全くしない程に撹

持することは不可能だと思います。もし，十分捷

持して，圃場lζ撒いた時l乙堆肥臭以外にしないと

いう程度まで発酵を進める場合は，牛を出して発

酵させるか，さもなくば別の発酵槽を設けるとい

うような，別の事を考える必要があると思います口

伊藤(伊藤牧場):スラリーの発酵およびスカム

についてですが.実際設計上のミズもありまして，

撹持等の問題はありましたが，スカム等の問題は

ありませんでした。ただ，最初に少しトラプ、ルが

ありましたのは，オガクズを使っていたからでは

なし1かと思いますD オガクズを使いますと，中の

水分を吸って固くなってしまうという事がありま

したので，オガクズをやめたと乙ろ，それから非

常にうまく行っています。
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寵田(北大，現鳥取大):近藤先生は群管理の中

での個体管理が大変重要であると言われましたが，

特に家畜衛生に携わる者としまして，病気の早期

発見といった観点からも，十把一絡げで良いとい

うのが，けっして群管理ではないと私は思ってい

ます。その個体管理の中でも，群管理になって非

常に重要になって来ますのは繁殖管理で，特に，

スタンチョンではなくて，フリーストールやノレー

ズパーンの場合，発情発見をどうするかという事

は大きな問題だと思います。近藤先生の言われた

カンピューターのようなものが出来れば，あの牛

がおかしいという事がすぐ分かるのでしょうが，

コンビューターシステムで解決するという事があ

るのかどうか，メーカーの方にお伺いします。

土谷:コンピューターでなくても，今我々のシス

テムで行っている乙とで，乳温を常l乙チェックす

る乙とで体温の変動を把握して，発情等の発見を

行なうという方法があります。

曽根(新得畜試):群管理の基本的な事で，将来

的に必ず問題になると思いますし，近藤先生と干

場先生の聞のギャッフ。の 1つだと思いますが，放

し飼いの場合の密度，空間の大きさの問題がある

るのではなし、かと思います。

干場:搾乳牛のフリーストールの場合，ストーノレ

の数の125%の牛を入れてもかまわないという飼

い方が奨励されています。 100頭分のストールが

あれば125頭入れても良いと言う乙とで，その場

合，牛は一斉に寝る事は出来ない訳で，行動パタ

ーンも変って来ると思います。どの程度まで入れ

る事が出来るかという点に関しては良く分りませ

んので，その辺は，乙れから近藤先生と一緒に研

究して行きたいと思います。

岡本:干場先生のお話しで，各ステージにおいて

必要とされる空気環境の表がありまして，特lと，

熱的環境と衛生環境のどちらが強調されるべきか，

という乙とがステージ別に出ています。乙の中で，

搾乳牛について，熱l乙重点と表現されていますが，

私は，乙の点に疑問があります。乳生産を行なっ

ている牛は，多量の飼料を採食し，体内で代謝し

て牛乳を出す訳で，衛生に重点と書いてある牛よ

りは，単位体重当り，あるいはメタボリックボデ

ィサイズ当りの産熱量がかなり高く，従って，臨

界温度もかなり低いと考えます。また，搾乳牛に

おいても，乳房炎その他の病気の事もありますし，

と思います。干場先生の話しでは，コールドパー やはり衛生的環境を重点に置くべきだと思います

ンでは，環境効果や経済効果を高めるのに，かな が，いかがで、しょうか。

りの密飼いが奨励されています。一方，近藤先生 干場:乙の表は必ずしも適当でない面があると思

の空間分布の研究から，密飼いが，例えば牛にス います。なぜなら，熱的環境と衛生的環境とを同

トレスを与え，ひいては生産性に影響が出るとい 、じレベルで比較出来ませんし，係数化する事も出

う事になれば，密飼いを否定することになって来 来ない訳で，熱的環境の方が衛生的環境よりも重

るのではと感じています。その辺につきまして，

近藤先生と干場先生のお考えをお聞きしたいと思

います。

近藤:非常に重要な問題だと思います。実際に密

飼いの状態であまり問題は出てないようですが，

行動上では，明らかに色々な変化が見られます。

乙れからの研究においては，その要因は単一で考

えてもだめなのではないかと思います。色々な条

件が重なった時に，密飼いの場合，急、に影響が出

要だと言っても，その内容は必ずしも明確ではな

し、からです。それで，今まで考えていたよりは，

乙ちらの方に重点を置いた方が良いのではないか

という意味で書いた訳です。例えば，若牛で衛生

的環境を重点、と書いてますのは，今まで，子牛の

場合に，温かい所で飼うという事が重点に考えら

れていると思われますので，それよりも，衛生的

環境を重点に考えて飼うべきではないだろうか，

という事です。同様に，搾乳牛につきましても，

つ臼
「

hu



衛生的環境はどうでも良いと言う事ではなくて，

最小限の衛生的環境が保てれば，後はむしろ，産

乳に結び、ついて来る熱的環境を重点に，今まで以

上に考えなくてはいけないのではないかと思いま

す。

堂腰(北大):今の事と関連して，また，先程の

密飼いの事とも関連すると思いますが，環境対策

が十分でない設計の所で密飼いにするのは，最低

最悪ですし，その点に関しての注意が必要だと思

います。 例えば，密飼いで牛の出す熱を利用する

場合でも，換気を十分行なう事が大事だと思いま

す。

座長:まだまだ、御意見を頂いて，本来ならばもう

少し討論を行なってまとめをしたいと考えますが，

残念ながら予定の時間も過ぎてしまいました。し

かし，本日のメインテーマは，乳用牛の群管理シ

ステムを考える，という乙とですから，結論を出

そうという事ではなくて，考えたという事で大い

に成果は上ったと思います。ただ，まだまだ話題

にしなければならない点がたくさんあると思いま

す。また，柏木先生は，今回の会報の中で，今後

求められる研究は個体能力を十分発揮できる高能

力牛の低コスト，省力的群管理技術の確立ならび

に群管理システムの開発にある，と書いておられ

ます。誠に，乙の通りであります。このようなシ

ンポジウムは， 1回だけで終るというものではあ

りません。 9月の現地研究会で 1回目を考え，今

日は2回目を考え，乙の次また考える乙とがある

と思います。それで，御出席の皆様方の，それぞ

れの分野での御活躍，それから特に北農試の群管

理試験牛舎での成果を多いに期待して，新たな管

理システムの開発に努力して行きたいと思います。

本日はどうもありがとうどざいましたロ付白手)
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第38回現地研究会に参加して

昭和60年度の現地研究会は. I宗谷地方におけ

る草地開発と肉用牛飼養一宗谷丘陵区域広域農業

開発事業を中心に-Jをテーマに農業機械学会北

海道支部との共催で9月11日"'12日に浜頓別町，

猿払村，稚内市において行われた。

9月11日は午後5時に浜頓別町東雲旅館に集合

し，大広間において総会，引き続き懇親会を行っ

た。総会は，地元天北農試の斉藤場長の議長のも

とに滞りなく進められ，おおむね事務局の提案ど

おり承認された。懇親会では，豊富な、海の幸の料

理を食べながら，飲みながら和やかな雰囲気の中

で行われた。今回の研究会は，農機学会道支部と

の共催のため，専門が異なる広い分野の人が集ま

っており s 自己紹介やPRなど夜遅くまで交流が

行われた。

12日は，パスと乗用車に分乗し，午前9時に現

地に向け出発した。見学は，天候にも恵まれほぼ

予定どうり順調に行われた。見学した牧場は，①

丹治牧場(猿払村人②猿払村営牧場，③宗谷丘

陵区域広域農業開発事業(肉用牛パイロット牧場

及び第1期事業実施区域)，④稚内市営樺岡牧場

竹下 潔

(北海道農業試験場)

伺い，施設等の見学を行う。

丹治さんは，祖父が大正8年に現在地に入植。

乳牛は，昭和8年に道貸牛を 1頭導入したのが始

まりでs 本格的に酪農に転換したのは昭和36年頃

であり，更に大型酪農への転換は昭和47年頃から

である口

現在の経営は，家族6人(労働力4人).耕地

面積69ん(採草地53ん，放牧地16ん)，乳牛125

頭(経産牛62頭，育成牛50頭，ホル雄子牛13頭)

程度であるロ牧草地は，イネ科牧草主体であるが，

一部アルファノレファも導入されている D デントコ

ーンは，実が十分入らず収量も少ないので作られ

ていない。出荷乳量は約440トン，経産牛1頭当

たり搾乳量は約7，40 OK9，農業所得は約 1，500万

円所得率29.7労，総借入金4，800万円というす

ばらしい経営を行っているo猿払村の平均と比べ

ても約2倍の経営水準で、ある。

生産されるホル雄子牛についても，約6か月令

位まで舎飼育成し， 250K9程度の肥育素牛として

出荷している。子牛価格は安定しており経営上有

利であるが，下痢・肺炎等による事故もあるとい

の4か所であり，日本最北端の宗谷岬での昼食を うお話であった。

はさみ一日行程で行われた。 牛舎は， 2回増築を重ねており，新しい部分を

以下，見学した順を追い牧場の概況等を述べる。 成牛舎，古い部分を改造して晴育・育成舎に使用

パスの中で天北農試小倉科長より宗谷管内の酪

農の概況について説明がある。草地約5万lLa，乳

牛61千頭， 1戸当たり飼養頭数50頭強，経産牛当

たり乳量5，700均。土壌は重粘硬質土壌，泥炭，

砂丘が多く，それぞ、抗問題点の多い乙とを伺う。

1. 丹治牧場(猿払村字浅茅野台地)

牛舎の前で丹治さんから牧場の経緯及び現況を

している。

成牛舎は対頭式，チェーンつなぎのコンホート

ストールで，牛がゆったりしている。飼槽は床と

同じ高さにステンレス板を埋め込んだ、だけで給餌

作業の能率が高い。濃厚飼料は，最高日量12均を

目安におき給与。サイレージは，サイロから自動

フィーダーで中央通路まで送り牛の採食状態を見

ながら. 1日数回飼槽に入れ飽食給与すると伺っ

A
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た。サイロは，スチールサイロ 3基で表面は断熱

が施されており，乙の附近の冬の厳しさが感じら

れる。搾乳はパイプライン方式で行い，パノレクク

ーラー(100 L) 2基に貯蔵し，毎日出荷する。

パjレククーラーは，近々密閉式全自動洗傑型のも

のに取り換える予定という。ふん尿処理は，自然

流下方式であり，スラリーは地上式スチーノレ製の

大きなスラリーストア(1，1 00 m3) に圧送し，貯

留する。とくに，強制曝気は行っていなし、。この

附近は風が強く，気温も零下22'"'-230Cまで低下す

るのでスラリーストアにも断熱対策をしているが，

スラリーの凍結は心配ないというお話であった。

日甫育牛は個別のペン，育成牛は群飼ペンで飼育

されているが，増築部分の搾乳牛舎を改造したも

のであり，配置が複雑で作業性も良くないように

感じられた。また，一番古い牛舎の部分では，肥

育素牛用のホノレ雄子牛が飼されている。窓は閉鎖

されており，換気状態が良《なく，衛生上も好ま

しくない印象を受けた。

浅茅野台地では，草地管理，粗飼料調製用の大

型機械類の大部分はs 利用組合による共同所有と

なっていて， 7作業班K分かれて作業を行ってい

る。丹治さんは. 3戸共同で140'"'-150 lLaの草地

を管理しており，個人所有の機械類が少なく，経

写真1 増築した成牛舎(手前)とサイ口(丹治牧場)

写真2 改造牛舎での子牛の育成(丹治牧場)
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費の低減に役立っていると伺ったる

2. 猿払村営牧場

猿払村営牧場では，深沢所長より牧場の概略を

伺い施設等の見学を行った。

村営牧場は，昭和19年の陸軍浅茅野牧野に始ま

る。昭和37年の道営模範牧場設置事業により基盤

整備等が始まり，その後村と農協が事業主体とな

り国や道の各種事業を行い基盤整備，施設整備が

続けられてきた。今までの総事業費は約15億円で

あり，総面積は約480ん，草地面積は約290ILι， 

牛舎12棟3 スチーjレサイロ等6基その他がある。

運営は，農協主体で，パート職員を含め15名で行

っている。

乙の牧場では，村内の酪農経営の安定に寄与す

ることを目的に①肉用事業，②優良牝牛繁殖事業，

③放牧事業を主体lと実施し，乙の他に研修等も行

われている。

肉用事業では，酪農で生産される乳用雄子牛の

付加価値を高めるため，日南育から肥育終了までの

一貫体系を実施。常時1，150頭程度を飼育。農家

からぬれ子で集め，育成・肥育して17か月令，体

重650Kg程度の仕上げで，年間約700頭を出荷し

ている。体重700Kg以上の仕上げ、は肥育期間が長

くかかって採算が合わないとのお話であった。優

良牝牛繁殖事業は，村内の乳牛群の能力向上を図

るため，優良牝牛を飼育し，雌子牛を育成，初妊

牛を酪農家l乙分壌している。育成牛を約 150頭，

搾乳牛を約70頭飼育し，生乳も約450トン出荷し

ている。放牧事業は，育成牛の預託があり，酪農

家の労働力の軽減と集約的放牧による経費の低減

を図るとともに組飼料不足農家の充足に役立てて

いる。夏期は， 380頭程度の預託を受け，冬期間

(11月..........5月末)も約70頭の預託を受けている。

施設は，各種牛舎，飼料貯蔵施設，ふん尿処理

施設等多岐にわたるが，乙のうち搾乳牛舎，肥育

牛舎，育成牛舎，カーフハッチの見学を行った。

搾乳牛舎は， 100頭規模のフリースドール形式の

無窓牛舎であり， 12頭周のロータリーパーラーが

付属しているo無窓牛舎は，送風による強制換気

を行つでいるが，舎内の乾燥状態が悪く，床がぬ

れたままであった。滑りやすく，足の事故も多い

という。明かり取りの天窓があるものの舎内は暗

い。牛にとっても作業者にとっても舎内環境が良

くな.いように感じられた。暖かい時期には，牛は

ほとんどパドックで過ごすという乙とであり，見

学した時も舎内には牛が入っていなかった。ふん

尿処理は，バーンスクレパーを用い，敷料は使用

していない。ミノレキングパーラーは年数を経てい

るもののきちんと管理されており，乳量記録も毎

日取っているというお話であった。

育成牛舎，肥育牛舎では，スノコ床，平床フリ

ーストール，カウンタースロープ床など種々の形

式で建てられている。説明によると，スノコ床牛

舎は肥育後期用として設計されているが足を痛め

る事故が多く，現在は体重の軽い(250..........400 Kg) 

肥育前期用として利用している。カウンタースロ

ープ牛舎では，尿は流れるものの固形分(敷料，

ふん)が通路に落ちず敷料の全部が汚れる。フリ

ーストール牛舎では，ストーノレの利用率が少なく

中央通路に坐るなど当所意図した牛舎構造の目的

と牛の利用が必ずしも合致しないととを伺いなが

ら現場を見せていただいた。育成前期は，中央通

路に餌箱を設けた群飼ペンで10頭程度ずつ飼って

いる。ハッチから群飼lと移る 2..........3か月令の子牛

は，かぜや下痢の発生が多いが，群問での牛の移

動をひかえs ビタミン剤を給与するなど予防中心

に心がけs 治療しなくでもすむように配慮してい

ると伺った。

日甫乳子牛は，約2か月令までカーフハッチで飼

育されている。ハッチは，牛舎から離れた位置に

整然と並べられていた。木製であり，床が張られ

ている乙とと側壁の窓から飼料給与が行える構造

となっている乙とに特徴がある。ハッチの設置場
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所は，沢を砂で埋めたと乙ろで水はけの良さは抜

群という。ハッチ怯1頭使用毎にスチームクリー

ナで消毒するが場所を変えずに使用している。ま

た冬期間は，乳牛審査に使用する広い係留棟へハ

ッチを移して使用する。施設に恵まれている点も

あるが，屋外でのハッチの管理が困難となる冬期

間も上手に活用しでいる乙1とに感心した。

3. 宗谷丘陵区域広域農業開発事業

宗谷岬のすぐ裏手から丸山周辺の一帯が次の見

学地宗谷丘陵である。農用地開発公団宗谷事業所

の橋本さんより開発事業の概要の説明を受けた。

宗谷丘陵区域は，約10，400んと広大な原野で

あり，乙のうち最北端の 2，5501Laが第1期工区と

して昭和59'"'"'63年の 5か年計画で肉用牛の公共育

成牧場の建設事業を実施中である。農用地造成地

(牧草地).1，425ね，施設用地17μ，道路18伽，

防風施設9.3伽，谷止工事29か所，雑用水配管42

伽，給水施設55か所という大掛かりなもので，総

事業費は75億円というお話であった。建設後は，

宗谷畜産開発公社が管理運営を行い，牧草50，800

トンを生産し肉用牛3，220頭を飼育する計画で

ある。

農用地造成は，簡易な山成の機械造成工法とい

う新しい方法であり，担当の山本さんからスライ

ドを使い詳しい説明があった。造成の前処理とし

写真3 ホル雄の群肥育(猿払村営牧場)

写真4 整然と並んだ力一フハッチ(猿払村営牧場)
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てかん木の除去，耕起の際にすき込める程度にサ

サを粉砕する。耕起は，なるべく表土を残すよう

に行う。土壌改良剤の散布，砕土，鎮圧，播種な

どの作業の様子を伺い.更にササが一面に生えて

いる現場に行きブノレトーザ、に引かせたフレール式

カッターによるササの刈払い，粉砕の実演を見学

した。丈夫なササを直ちに細切し，ブルトーザの

通過した後は地面が露出し耕起できる状態になっ

ている白 1日3""'"4 s.a，もササの刈払いができる能

率の高いもので，従来の工法に比べ早くかっ安価

に行えるとし、う。

また，乙乙ではパイロット牧場として昭和58年

から 3か年計画で、肉用牛を実際に飼育し，低コス

ト飼養方式の技術的検討.実証と展示を行ってい

るoパイロット牧場の篠崎場長より，スライドに

よる冬期飼育状態のお話を伺い，畜舎の見学を行

った。乳用雄子牛を昭和58年7月から4固に分け

て合計官O頭導入し，肥育試験を行ったほか，へレ

フォード種及び7ンガス種繁殖牛各15頭を導入し，

繁殖から肥育までの一貫経営の検討も実施中であ

写真5 7レール式カッターによるササの刈り払い(宗谷丘陵)

写真6 肉用牛の放牧(宗谷丘陵)
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っfこ。

牛舎は，開放型と閉鎖型の簡易牛舎である。宗

谷丘陵は，冬期海からの北西風が強く，風と雪の

対策に苦労しているそうである。開放型牛舎では

ふぶきの時には雪が回り込みノマドック側に雪が吹

きだまり，人力で水槽を掘り出すなど労力が大変

であり，閉鎖型牛舎はオープンリッジで間伐材を

利用したものであるが，やはり雪の入り込みが大

で，一部改造したそうである。現在もパドックの

牧柵が脱柵防止用に丸太で更に 1""-2段高くした

まま残っており，雪での苦労の跡として印象に残

った。

すでに出荷した乳用雄肥育牛8頭は，肥育期間

22""-24か月，平均体重 670K~と当所予想どうりの

成果が得られたが，更に飼育方法の検討を行うそ

うである。

宗谷丘陵は，北辺で自然条件等が大変厳しい地

であるが，大事業であり目標どうりの成功となる

乙とを期待したい。

4. 稚内市営樺岡牧場

広い牧草地を見ながら，牧場にパスが近づくに

つれ， 4基の巨大な青いサイロと多数の青い屋根

の施設が自に入る。

稚内市大規模草地管理事務所の前で斉藤場長か

ら牧場の経緯及び現在の概況等を伺い，施設及び

放牧看視塔から牧場全体の見学を行った。

本牧場は，稚内市の酪農家から育成牛の預託を

受け，農家の多頭化を援助し酪農の振興を図る

乙とを目的lζ建設された。事業は，昭和47""-55年

にわたり，草地造成約760んを行い，夏期放牧

2，050頭，冬期舎飼400頭を飼育する計画であり，

100頭収容の長さ 120mという大きな牛舎2棟，

サイレージを420トン貯蔵できるえチーノレサイロ

4基等が作られた。総事業費は，約34億円である。

しかし完成から 5年経た現在は散々たる状況

であった。放牧預託は，昭和60年に最高となるが

580頭と計画の4分の 1程度であり，冬期舎飼い

は20頭程で計画の20分の lしか預託されない。大

規模草地は草が余り，施設はほんの一部しか使わ

れず荒れている。施設の維持に必要な補修経費の

捻出もままならないというお話であった。

放牧看視塔からみると，広い緑の草地が拡がり，

大きな青い屋根の畜舎・施設がみえ，牛の頭数不

足で利用されていないとは信じ難い光景であったロ

調査・計画を始めた昭和42年頃に比べ牛乳の生

産調整や稚内市の農家戸数のほぼ半減など周囲の

情勢の変化も大きかったものと思われるが，事業

計画の見通しの狂し、と対応の失敗である。草地・

施設が大変もったいないという感じがする。

先に見学した宗谷丘陵区域も同じ稚内市管内で

あり，樺岡で遊休状態の草地・施設を有効活用を

先にできないのか，宗谷丘陵区域の事業計画はき

ちんと立てられているのか，気にかかると乙ろで

ある。

樺岡牧場をあとにして，予定どおり夕刻の稚内

駅前で現地研究会も無事解散となった。

景全の場牧
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1 庶務報告

① 昭和59年度シンポジウム

昭和59年12月5日附，北海道大学農学部におい

て「乳牛の群管理システムを考える」をテーマに

開催された。近藤誠司氏(北大).干場信司氏

(北大) J 柏木甲氏(北農試)から話題提供をう

け.活発な討論が行われた。シンポジウム参加者

は約120名であった。シンポジウム終了後，約40

名が参加し懇親会がもたれた。

② 昭和60年度第1回評議員会

昭和60年6月18日閃，札幌テレビ塔会議室で会

長以下20名が参加して行われ，会務陪，昭和60年

度事業計画，創立20周年記念事業計画，昭和60年

度予算等について審議がされた。

③ 昭和60年度現地研究会

昭和60年9月11日附J 12日闘に農業機械学会北

海道支部との共催で宗谷地方において行われた。

テーマは「宗谷地方における草地開発と肉用牛飼

養一宗谷丘陵区域広域農業開発事業を中心に一」

2 会計報告

ム、
Z三 コい一三ロ 事

で，参加者は約60名であった。第 1日目は，浜頓

別町東雲旅舘lζ集合，受付総会，懇親会を行っ

た。第2日目は，猿払村丹治牧場，猿払村営牧場，

宗谷丘陵区域広域農業開発事業(肉用牛パイロッ

ト牧場および第1期事業実施区域)および、稚内市

営樺岡牧場を見学し，現地で、熱心な質疑討論が行

われた。

④ 昭和60年度総会

現地研究会にあわせて総会がもたれ，斉藤亘氏

(天北農試)を議長に選出した後，昭和59年度事

業報告，同会計報告，同会計監査報告，昭和60年

度事業計画，創立20周年記念事業計画，昭和60年

度予算が審議，承認された。

⑤ 会員の現況

昭和60年11月1日現在

名誉会員 2名

正会員

賛助会員

357名

3 1団体

昭和 59年度 決算報告

( 59.4. 1 ........ 60. 3. 31 ) 

(一般会計)

収 入 (円 支 出 (円

項 目 予 算 決 算 t首 減ム 項 目 予 算 決 算 増 減ム

前年度繰越金 256，170 256，170 。会報(1.9号浮前費 550，000 559，940 9，940 
個人会費 600，000 718，000 118，∞o 通 費 45，000 16.000 ム 29.000

賛助会費 310，000 339，4∞ 29，400 現地研究会費 200∞o 162， 752 ム 37，248
会報売上 15，000 15，000 。シユペポジュウム費 160，000 75，918 ム 84，082
預金利息 10，000 14，526 4，526 ρ':13: 、 議 費 60，000 27，300 ム 32，700 

旅 費 80，000 。ム 80，000
謝 金 30，000 24.000 ム 6，000 

事 務 費 30，000 32，162 2.162 

予 備 費 36，170 。ム 36，170
計 1，191，170 1，343，096 151，926 計 1，191，170 898，072 6293，098 

次年度繰越金=1，343，096 - 898，072 = 445，024 
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(特別会計)

収

前年度繰越金

入

3 0 0，00 0 一士
支 出 (円)

。

次年度繰越金 3 0 0，0 0 0円

会計監査報告

昭和59年度の会計監査の結果，間違いのないことを認めます。

昭和60年 6月14日

平賀即稔.~

松村 宏@

昭和 60年度 予算

( 60. 4. 1 '" 61. 3. 31 ) 

収 入 (円 支 出 円

前年度繰越金 445，024 会報 (20号)発行費 550，000 

特別会計より繰り入れ 300，000 会報(記念号)発行費 700，000 

個 人 ρ~ 、 費 620，000 通 費 .4 O，Q 0 0 

賛 助 ムコ三 費 310，000 現地研究会費 100，000 

ρ::z:;ζ 、 幸日 7τ士B=r 上 15，000 シンポジウム費 70，000 

預 金 手IJ 息 10，000 メ~ 議 費 50，000 

旅 費 60，000 

謝 金 90，000 
、

事 務 費 30，000 

予 備 費 10，024 

計 1，700，024 計 1，700，024 
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氏 名

A ヱ:;;;: 長

池内義則

副会長

朝日田康司

西埜 進

評議員

針生程吉

松山竜男

:青野 保

斉藤 日

阿部 立ヌzえL 

村 井信仁

小崎正勝

奥村純一

田辺安一

今岡久人

吉田信威

内沢正司

山本孝三

西 動

渡辺 寛

小名輝志

入沢充穂

越智勝利

武田 明

東中政明

北海道家畜管理研究会

役員名簿

(任期昭和59年4月~昭和61年 3月)

所 属 氏 名

小幡 稔

北大農学部 小島律夫

及川 寛

北大農学部 八戸芳夫

酪農学園大学 堂腰 純

南部 』悟

上山英一

北農試畜産部 佐藤 博

H 農業物理部 鈴木省二

H 草地開発部 高畑英彦

道立天北農試 岡村俊民

道立中央農試 三股正年

向上 田中貞美

道立新得農試

道立滝川農試 i匿Eと]. 事

道立根釧農試 平賀即稔

北海道専門技術員 松村 宏

北海道開発局

農用地開発公団 幹 事

北海道農業開発公社 (総務)小竹森訓央

北海道畜産会 (庶務)大久保正彦

向上 (会計)松田従三

北海道酪農協会 (編集)近藤誠司

北海道肉用牛協会

北海道家畜改良事業団

北海道農業機械工業会

北海道農電協議会
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所 属

ホクレン施設資材部

// 酪農畜産推進部

雪印種苗

北大農学部

向上

向上

向上

北大獣医学部

帯広畜大

向上

北海道拓殖大学

酪農学園大学

専修大北海道短大

北大農学部

向上

向上

向上



顧問

止』
ヱ三三 名 簿員

(昭和60年11月1日現在)

氏 名 垂日便番号 住 所

二田村健太郎 065 札幌市東区北30条東20丁目

常松 栄 064 札幌市中央区南11条西20丁目

横山偉和夫 065 札幌市東区苗穂町13-13

名誉会員

虞瀬可恒

吉田富穂

正
d企』
τE 

札幌市中央区北3条西13丁目 チュリス北3条702号

札幌市中央区宮の森1条10丁目 3の10

員

進

博

実

男

督

男

郎

登

典

夫

二

一

昭

司

男

一

夫

雄

達

隆

三

憲

英

敬

昭

正

康

輝

祐

一

道

)

達

遠

達

部

部

田

田

部

野

川

原

野

野

田

井

川

宅

藤

口
υ

パ

バ

安

安

安

阿

阿

相

秋

阿

天

浅

浅

浅

浅

朝

荒

荒

安

安

044 

071-02 

001 

089-36 

096 

069-13 

虻田郡倶知安町旭

上川郡美瑛町農協内大雪地区農業改良普及所

札幌市北区北7条西6丁目 北海道農材工業側

中川郡本別町西仙美里25ー1 農業大学校

名寄市西4条南2丁目 名寄地区農業改良普及所

夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場

069-14 I夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗側

069-13 I夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場

765 . I香川県善通寺市生野町2575 四国農業試験場

070 I旭川市6条9丁目旭川市役所

070 旭川市6条 10丁目 上川支庁農務課

061-01 I札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部
085 I釧路市黒金町12-10 北農中央会釧路支所

060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部畜産学科

099-14 I常呂郡訓子府町駒里184ホクレン畜産研修牧場
078-14 I上川郡愛別町本町愛別町役場上川ヰ決地玄農業娘普廊穆拐l阿国語yij

069-01 I江別市文京台緑町582 酪農学園大学

089-36 I中川郡本別町西仙美里 北海道立農業大学校
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名

一

雄

健

郎

章

純

男

裕

司

悦

将

邦

範

明

行

裕

一

保

夫

功

信

弘

雄

夫

夫

羽

信

一

美

一

一

幸

悌

忠

儀

博

公

将

義

秀

澄

昭

郁

正

和

末

昭

芳

賢

孝

徳

信

俊

一

妻

〉

東

)

念

)

村

腰

井

井

〉

本

)

瀬

谷

屋

本

本

岡

田

田

田

士

森

田

谷

本

)

司

)

戸

立

本

爪

川

氏一

B

C

D

E

F

d

G

H

谷

我

(

坂

(

知

(

出

堂

土

土

(

榎

(

深

古

古

藤

藤

藤

藤

藤

藤

福

福

福

福

船

(

郷

(

八

橋

橋

橋

長

端

垂限番号| 住 所

305 茨城県稲敷郡茎崎町池の台農林水産省畜産試験場

086-11 

348 

082 

060 

060 

086-16 

049-43 

086-63 

079-01 

098-62 

092 

069-14 

330 

080 

082 

086-11 

010 

330 

060 

069-14 

078-02 

090 

060 

086-11 

098-52 

890 

080-24 

060 

標津郡中標津町道立根釧農業試験場

埼玉県羽生市西2T目21番 10号金子農欄喝

河西郡芽室町東2条 2丁目廿枠制也玄農業改良普即時割]駐在新

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科 l

札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局農業調査課

標津郡標津町川北標津町農協

瀬棚郡今金町字今金絵山北部地区農業改良普及所今金町駐在所

野付郡別海町中西別 192 雪印種苗(欄別海工場

美唄市美唄 1610-10 専修大学北海道短大

宗谷郡猿払村鬼志別宗谷中部地区農業改良普及所猿払村駐在所

網走郡美幌町稲美 150の6 斜網西部地区農業改良普及所

夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗(欄

大宮市日進町1....;40-:2 農業機械化研究所

帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

標津郡中標津町東9条北1丁目 6

秋田市手形住吉町3-2-205

埼玉県大宮市日進町 1丁目 40-2 農業機械化研究所

札幌市中央区北2条西 19丁目 札幌開発建設部農業開発第 l課

夕張郡長沼町幌内

旭川市永山6条 18丁目 道立上川農業試験場

北見市青葉町15 北見地区農業改良普及所

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部畜産学科

標津郡中標津町桜ケ丘道立根釧農業試験場

枝幸郡歌登町上幌別宗谷南部地区農業改良普及所歌登町駐在所

鹿児島市千年2-36-18

帯広市西21条北 1丁目 土谷特殊農機具製作所

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科
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氏 名 所

寛

明

壱

男

浩

要

吉

久

利

稔

志

介

一

生

夫

雄

司

夫

二

春

吾

彦

子

勲

則

夫

孝

男

郎

弘

任

郎

幸

秀

男

次

一

正

勝

六

程

和

即

一

秀

淳

洋

郁

秀

信

昭

哲

季

慎

和

順

義

靖

一

征

朝

義

誠

定

勝

澄

田

川

賀

賀

回

生

賀

沢

山

元

日

場

場

江

庄

〉

東

藤

藤

川

田

内

浦

滝

川

脇

田

嵐

部

谷

上

原

十

十

秦

花

早

芳

芳

原

針

左

秀

平

平

平

樋

東

堀

干

干

本

本

(

伊

伊

伊

石

池

池

池

池

石

石

石

五

五

井

井

井

郵便番号

073 

086-11 

054 

593 

065 

086-02 

061-01 

080 

086 -11 

062 

061-11 

081 

060 

895-17 

060 

080 

060 

080 

060 

081 

002 

060 

419-01 

098-33' 

060 

084 

080 

061-01 

085-11 

029-45 

055 

305 

098-16 

051 

089-36 

に王
d
8
q

，
 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

標津郡中標津町桜ケ丘道立根釧農業試験場

勇払郡鵡川町文京町l 東胆振地区農業改良普及所

大阪府堺市鶴田町4-29 

札幌市東区北6条東7丁目 ホクレン農業総合研究所

野併問IJj海町別海新栄町南根室地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

標津郡中標津町東5条北3 北根室地区農業改良普及所

札幌市豊平区東月寒2-18ー7-67

札幌郡広島町高台町4-，-7-5

上川郡新得町道立新得畜産試腕易

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科、

鹿児島県薩摩郡宮之城町山崎3459-2

札幌市北区北9条西9寸目 北大農学部農業工学科

，帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

札幌市中央区北3条西7丁目酪農センター内 酪農総合研究所

上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市北区篠路町拓北82-26

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

静岡県田方郡函南町丹那164

天塩郡天塩町川口 1465 北留萌地区農業改良普及所

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

釧路市新富士町101-2 全酪連釧路事務所

帯広市稲田町帯広畜産大学附属農場

札幌市豊平区里塚278 日熊工機械

阿寒郡鶴居村幌呂

岩手県胆沢郡金ケ崎町西根南羽沢50-5 県営羽沢AP .111 

沙流郡門別町富川町76-1 北海道門別軽種馬トレーニングセンター

茨城県筑波郡谷田部町観音台2-1-2農水省食品総合研究所

槻|即興部町興部町役場

室蘭市入江町1-14 室蘭開発建設部農業開発課

中川郡本別町西仙美利25-1 農業大学校
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名

一

彦

舜

幸

嫡

好

穂

生

秋

夫

人

史

雄

博

純

彦

信

次

一

泰

隆

策

光

一

光

人

甲

郎

夫

己

一

治

一

嵩

孝

範

一

靖

弘

新

充

道

敏

照

久

康

康

敏

尚

三

隆

秀

孝

昭

博

直

文

幸

克

洋

敬

周

重

俊

氏

一

芹

川

丸

継

毛

沢

波

井

岡

岡

泉

)

谷

脇

出

岡

田

沢

浦

谷

田

山

藤

藤

川

川

木

村

山

上

島

原

村

崎

谷

村

一

野

K

江

井

市

市

稲

猪

入

岩

岩

板

今

和

(

神

門

上

亀

海

椛

影

糟

河

片

加

加

金

金

柏

柏

帰

川

川

川

川

河

釜

木

郵便番号

089-43 

069-01 

093 

039-25 

054 

060 

039-25 

095 

099-41 

060 

073 

960 

063 

069-13 

085 

060 

049-11 

069-14 

078-02 

089-36 

061-01 

049-25 

063 

060 

065 

061-01 

080 

694 

069-01 

061-13 

060 

060 

086-02 

084 

020 

住所

足寄郡陸別町東 1条役場内 十勝東北部地区農業改良普及所
陸別町駐在所

江別市文京台緑町582 酪農学園大学

網走市北7条西3丁目 網走支庁斜網中部地区農業改良普及所

青森県上北郡七戸向鶴児平 l 奥羽種畜牧場

勇払郡鵡川町鵡]1[513 東胆振地区農業改良普及所

札幌市北区北4条西 1丁目 北農会館北海道肉用牛協会

青森県上北郡七戸町鶴児平1 奥羽種畜牧場

士別市東9条 6丁目 士別地区農業改良普及所

斜里郡斜里町滝町11番地

札幌市中央区北3条西6丁目 北海道農務部農業改良課

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

福島市中町6-31福島県農業共済会館農用地開発公団阿武隈
八溝事務所

札幌市西区八軒4条 3丁目 83

夕張郡長沼町東6線北 15号道立中央農業試験場畜産部

釧路市弊舞町4-11 北海道開発局釧路開発建設部

札幌市中央区南1条西 10丁目 (欄科学飼料研究所札幌分室

上磯郡知内町森越48-196 渡島南部地区農業改良普及所

夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗側

旭川市永山6条18"丁目 道立上川農業試験場

中川郡本別町西仙美利25-1 農業大学校

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場物理部

山越郡八雲町立岩 182 プリムローズ牧場

札幌市西区手稲東3北3-1 北海道クボタトラクタ販売納

札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局開発調査課

札幌市東区北 16条東 1丁目 第3ファミーノレ札幌504

札幌市豊平区平岡306-20 北海道オリオン(欄

帯広市稲田町帯広畜産大学

島根県大田市川合町吉永 中国農業試験場

江別市文京台緑町582 酪農学園大学

恵庭市西島松 120-13 石狩南部地区農業改良普及所

札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレンくみあい飼料{欄

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

野付郡別海町別海406-95

釧路市大楽毛 127 釘I[路中部地区農業改良普及所

盛岡市上田 3丁目 18-8 岩手大農学部農業機械学科
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15 
優光

方男

訓央

徹

志

志

修

淳

寿

山

村

森

泉

林

林

林

保

崎

岩

錦

氏

一

竹

一
司
叫
叫
レ
ぃ
、
、
、
、

¥

¥

¥

r

¥

¥

¥

¥

玉

仰

」

斗

/

/

/

/

d

b

J

J

q

A

川

4
4

男

英

久

亮

道臣

成祥

正勝

古川

登

道

一

男

彦

和

司

夫

弘

敬

一

札

知

久

誠

吉

瀬

沢

沢

沢

藤

藤

藤

藤

)

T
L
 

熊

黒

黒

黒

近

近

近

工

(

霊』

垂限番号

069-13 

061-01 

060 

073 

063 

061-01 

092 

099-14 

081 

001 

061-01 

069-14 

080 

081 

066 

069-13 

082 

060 

060 

061-01 

建新 I060 

一1
昭

夫

二

幸

明

俊

宏

清

孝

善

従

俊

清

高

)

野

川

田

田

回

目

見

M
 
(

牧

前

前

松

松

松

松

松村

松岡

松井

松本

』松本

松

栄

志

雄

夫

武

昭

達

沢祐一

098-58 

3'00-31 

073 

060 

068 

080 

060 

061-11 

~80 

085-11 

068-01 

060 

046 

住 所

夕張郡長沼町東6線北 15号道立中央農業試験場農業機械部

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

札幌市西区八軒9条西9丁目 札西ピ、ルがほ欄哨

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

網走郡美幌町美幌町役場

常巴郡訓子府町駒里184 ホクレン畜産研修牧場

上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市北区北15条西5丁目 北海道ホルスタイン農協

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農業物理部

夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗(槻

帯広市稲田町帯広畜産大学酪農学科

上川郡新得町道立新得畜産試験場

千歳市新川836-3 黒沢酪農園

夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場

河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

札幌市中央区北4条西6丁目 北4条ピ、ル北海道開発コンサノレ
タント(欄農業開発部

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

枝幸郡枝幸町第2栄町宗谷南部地区農業改良普及所

茨城県新治郡桜村天王台1-1 -1 筑波大学農林工学系

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

岩見沢市並木町22 空知中央地区農業改良普及所

帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

札幌郡広島町里美町1-10-12 

帯広市稲田町帯広畜産大学酪農学科

阿寒郡鶴居村幌目 幌日農業協同組合

空知郡栗沢町北本町118

札幌市中央区北2条西 19丁目 札幌開発総合庁舎片側7北海道
開発協会

余市郡余市町浜中 178 北後志農業改良普及所

-67-



氏 名 郵便番号 住 所

松山秀和 069-13 夕張郡長沼町東6線北 15号道立中央農業試験場

松原 守 069司 14 夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗(楠

松永光弘 080-01 河東郡音更町大通5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

松山竜男 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場物理部

蒔田秀夫 073 滝川市東-滝川 道立滝川畜産試験場

目黒勝春 049-54 虻田郡豊浦町旭町44 西胆振地区農業改良普及所

峰崎康裕 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

三上 昇 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場

三島哲夫 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

=品賢二 061-13 恵庭市西松島 120 石狩南部地区農業改良普及所

三股正年 061-11 札幌郡広島町字西の里565-166

=浦俊一 099-04 紋別郡遠軽町大通北 1丁目 東紋西部地区農業改良普及所

三富繁夫 085 釧路市黒金町12丁目 10番地釧路農業協同組合連合会内

溝井 茂 089-11 帯広市川西町基線59-6 十勝家畜保健衛生所

光本孝次 080 帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

宮本啓二 080 帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

宮沢香春 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地開発第一部

宮沢典義 103 東京都中央区八丁堀ト 11-5 奥山ビル 日熊工櫛増

宮下昭光 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場

宮下道男 089-36 中川郡本別町西仙美里25-1 農業大学校

明道 フE 060 札幌市中央区北4条西 13丁目 デイリーマン社

向 弘行 069-14 夕張郡長沼町幌内

桃野作次郎 061-22 札幌市南区藤野3-23 

桃野 寛 069-13 夕張郡長沼町東6線北 15号道立中央農業試験場農業機械部

森糸繁太郎 049-56 虻田郡虻田町入江公宅 10号

森田 茂 069-01 江別市文京台緑町582 酪農学園大学

森脇芳男 089~56 十勝郡浦幌町新町 十勝東部地区農業改良普及所浦幌町駐在所

棟方惇也 001 札幌市北区北7条西2丁目 8 北ピノレ8階 北海道チクレン農協

村井信仁 069-13 夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場
連合会

村田正則 098-57 枝幸郡浜頓別町浜頓別農協畜産センター

諸岡敏生 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部畜産学科

門前道彦 001 札幌市北区北15条西5丁目 北海道ホルスタイン農協

( N ) 

中内康幸 095-56 紋別郡滝上町栄町滝上町農協

中村克己 098-57 枝幸郡浜頓別町道立天北農業試脚易

中.川忠昭 088-23 川上郡標茶町上多和 120-1 標茶町営多和育成牧場

oo 

p
n
u
 



氏 名 郵便番号 住 所

中本憲治 062 札幌市豊平区月寒東4条9丁目 北海道開発コンサルタント(欄

中辻浩喜 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部畜産学科

中山利美 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗(棉

名久井 忠 020-01 盛岡市下厨川赤平4 東北農業試験場草地部

長尾己俊 089-01 上川郡清水町字清水下美蔓 日本酪農清水町農場

長野 宏 049-45 瀬棚郡北桧山町235-10 桧山北部地区農業改良普及所

長沢 滋 089-24 広尾郡広尾町豊似市街十勝南部地区農業改良普及所広尾町駐在所

南部 '悟 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

楢崎 昇 069-01 江別市文京台緑町582 酪農学園大学

西 勲 001 札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

西部慎= 765 香川県善通寺市善通寺通3 四国農業試験場

西本義典 085 釧路市黒金町12丁目 10 北農中央会釧路支所

西埜 進 069-01 江別市文京台緑町582 酪農学園大学

新名正 i勝 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

新山雅実 069 江別市文京台緑町582 酪産学園大学

西野広幸 060 札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局農業調査課

西塚直久 099-65 紋別郡上湧別町東紋東部地区農業改良普及所上湧別町駐在所

野田哲治 088-14 厚岸郡浜中町茶内浜中農協

野村 喬 063 札幌市西区発寒 1143-137 日本キリスト教団

野村 貞 061-02 石狩郡当別町材木沢石狩北部地区農業改良普及所

納田噴裕 089-5 6 十勝郡浦幌町新町十勝東部地区農業改良普及所浦幌町駐在所

( 0 ) 

荻間 昇 069-13 夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場経営科

岡 一義 086-02 野付郡別海町別海新栄町4 南根室地区農業改良普及所

岡崎友太郎 098-16 紋別郡興部町518 興部町農協

岡村俊民 065 札幌市東区北22条東7丁目

岡本明治 080 帯広市稲田町帯広畜産大学草地生態学教室

岡本全弘 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

岡本喜代治 086-16 標津郡標津町川北標津町農協

岡野和夫 105 東京都港区芝公園2-4-1 秀和芝パークピノレB館農用地開公発団

奥村隆雄 135 東京都江東区東雲1'-9-31 三菱製鋼闘機械事業部

奥村純一 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

及川 寛 061-21 札幌市南区澄川 5条 3丁目 8番 32-309号

大橋 J申c.、 078-25 雨竜郡北竜町北竜町農協 雨竜西部地区農業改良普北及竜所

大橋和政 092 網走郡美幌町役場 町駐在所

大町一郎 080-24 帯広市西19条南3丁目 48--:-4
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060 
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001 
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0'71-0 2 

079-01 

099-14 

住所

帯広市稲田町帯広畜産大学附属農場

春日部市中央5:_3-7 コーポ春日部B-402 

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部畜産学科

天塩郡天塩町川口 1465 北留萌地区農業改良普及所

札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内北海道生乳検査協会

t 岐阜県岐阜市柳戸1_: 1 岐阜大学農学部1

上川郡新得町道立新得畜産試験場

福山市西深津町450 中国農業試験場

札幌市中央区北3条西3T目 富士ビノレ5F 久保田鉄二口側

静岡県袋井市山名町4-1 静岡製欄増

野畑防IJ海町別海新栄町4 南根室地区農業改良普及所

札幌市北区北10条西4丁目畜産会館北海道畜産会

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内北海道酪農協会

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局開発調査課

札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

上川郡新得町道立新得畜産試験場

滝川市東滝川道立滝川畜産試験場 人

留萌市末広町2丁目 ホクレン留萌支所

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

川上郡標茶町川上町釧路北部地区農業改良普及所

旭川市忠和3条6丁目

常目郡端野町字端野端野農協

堺市北条町2丁目 436-19

札幌市中央区北4条西6丁目北4条ビル j出碇諺醗コンサルタント(欄
農業開発部

札幌市北区北18条西9丁目 北大獣医学部

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

川上郡標茶町字川上町釧路北部地区農業改良普及所

広尾郡広尾町豊似市街広尾町農業協同組合

札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

山越郡八雲町相生町100 渡島北部地区農業改良普及所

上川郡美瑛町中町2丁目美瑛農協内大雪地区農業改良普及所

美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

常呂郡訓子府町弥生52 北見農業試験場
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氏 名 郵便番号 住 所

曽根章夫 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

曽山茂夫 054 勇払郡鵡川町文京町1-6 東胆振地区農業改良普及所

笹島克己 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

杉原敏弘 082 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

杉本亘之 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

住吉正次 098-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

首藤新一 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン酪農畜産推進部

鈴木省三 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

須藤純一 001 札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

佐々木忠一 034 青森県十和田市沢の里 1-259 佐々木農機欄

佐々木久仁雄 060 札幌市中央区北4条西1丁目 ホクレン酪農畜産推進部

寒河江洋一郎 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

背戸 陪 094 紋別市幸町6丁目 網走支庁西紋東部地区農業改良普及所

赤城望也 003 札幌市白石区東札幌l条6丁目 日本飼料作物種子協会北海道支所

白波瀬幸男 099-31 網走市字北浜214

四十万谷吉郎 305 茨城県稲敷郡茎崎町池の台農林水産省畜産試験場

進藤重信 063 札幌市西区平和2条 10丁目 1-7 

島田実幸 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

清水良彦 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

清水慎一 060 札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所農務部農産課畜産係

新出陽二 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

新得畜試図書室 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

( T ) 

玉城勝彦 Q 61-0 1 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農業物理部

玉木哲夫 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

多国重雄 061-24 札幌市西区手稲前田415-104

田中正俊 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

田中 蓄、 099-14 常呂郡訓子府町駒里184 ホクレン畜産研修牧場

田中貞美 079-0 1 美唄市美唄1610ー1 専修大学北海道短大

田中義春 086-02 野付君日別海町別海新栄町4 南根室地区農業改良普及所

高井宗宏 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工業科

高木亮司 056-01 静内郡静内町御園北大農学部附属牧場

高橋俊行 069-01 江別市大麻東町22-17

同橋 員 098-22 中川郡美深町敷島上川北部地区農業改良普及所

高橋潤ー 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

高橋英紀 060 札幌市北区北10条西5丁目 北大環境科学研究科
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氏 名 垂限番号 住 所

高橋圭二 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

高橋文雄 098-04 士別市多寄町31-2 東多寄酪農生産組合

高畑英彦 080 帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

高倉 彰 001 札幌市北区北7条西2丁目テーエムピル金子農機槻札幌事務所

高野信雄 020-01 盛岡市下厨川赤平農水省東北農業試l験場

高野定輔 089-01 上川郡清水町基線50番地

高瀬正美 098-16 紋別郡興部町新泉町西紋西部地区農業改良普及所

高山達郎 086-11 標津郡中標津町東6条南1丁目 根室生産連

滝沢寛禎 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

建部 晃 305 茨城県筑波農林研究団地局内私書箱5号畜産試験場

武田義嗣 080 帯広市西 18条北1丁目 22-36

武田 明 060 札幌市中央区北3条西2丁目 富山会館北海道農業機械工業会

竹下 潔 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

竹園 尊 305 茨城県筑波郡谷田部町観音台2-1 -2 農水省農業土木試験場

丹代建男 001 札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

谷口隆一 065 札幌市東区伏古 12条3丁目 4番8号

田辺安一 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

寺島 正 080-01 河東郡音更町大通り 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

寺谷敬之 086-02 野付郡別海町別海新栄町南根室地区農業改良普及所

手島正浩 060 札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内酪農総合研究所

鳶野 保 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地開発第一部

所 和暢 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

泊]11 宏 065 札幌市東区北19条東4丁目 北原電牧(槻

豊川好司 036 弘前市文京町弘前大学農学部

坪松戒二 036 弘前市文京町弘前大学農学部

土谷紀明 080-24 帯広市西21条北1丁目 土谷特殊農機具製作所

土屋 馨 060 札幌市中央区北3条西6丁目 道庁農務部

堤 義雄 720 広島県福山市緑町2-17 広島大学生物生産学部

常松 哲 079-01 美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

( u ) 

上田義彦 060 札幌市中央区南1条西25丁目 共済薬事札幌支庖

上山英一 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

宇那木宏昌 989-23 宮城県亘理郡亘理町逢隈田沢字遠原 全農東北講習所

畏 悦次 069-13 夕張郡長沼町東6線北15号道立中央農業試験場

浦上 清 220-02 神奈川県津久井郡津久井町根小屋 2915-111

梅田安治 ，，060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科
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氏 名 郵便番号 住 所

鵜沼緑野 046 余市郡余市町黒川町1104 北後志地区農業改良普及所

内山誠一 098-22 中川郡美深町手敷島 119 上川北部地区農業改良普及所

浦野慎一 060 札幌市北区北 10条西5丁目 北大環境科学研究科

(W) 

鷲田 昭 060 札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内酪農総合研究所

和田 晴 061-11 札幌郡広島町高台町3-6-1

渡辺 寛 001 札幌市北区北 10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

渡辺信吾 060 札幌市北区北4条西2丁目 ヤンマー農欄喝

渡辺正男 098-57 枝幸郡浜頓別町北3-2

渡会信昭 089-21 広尾郡大樹町柏木町14-141

( y ) 

保田 博 062 札幌市中央区北4条西6丁目北4条ビソレ北海道開発コンサルタント胸

山口兄弟牧場 061-11 札幌郡広島町大曲601

山崎昭夫 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地開発部

山田勝美 064 札幌市中央区宮の森1-10一2-1 

山端二津吉 098-16 紋別郡興部町518 興部町農協

山下陽照 001 札幌市北区北7条西2丁目 北ビ、ル北海道畜産農業協同組合

八幡林芳 694-01 島根県大田市川合町中国農業試験場畜産部

米内山昭和 090 北見市公園町 11

米森 清 061-24 札幌市西区前田6条 14丁目 9の8

米田裕紀 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

梁川 良 060 札幌市北区北 18条西9丁目 北大獣医学部

吉家友治 088-14 厚岸郡浜中町茶内市街旭町

吉田寿一 098-57 枝幸郡浜頓別町浜頓別町役場

吉田 』悟 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

吉田一男 079-01 美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

吉田則人 080 帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

吉田保博 085-11 阿寒郡鶴居村字幌目北2線 33

吉田信威 060 札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局農業調査課

吉村俊和 812 福岡市博多区東公園7一7 福岡県農政部畜産課

吉原典夫 044 虻田郡倶知安町北4東8 中低昔、地区農業改良普及所

芳垣 勲 610-11 京都市西京区大枝南福西町2丁目 11-7

湯汲二世史 064 札幌市中央区北 1条西23丁目 日本気象協会北海道本部

(以上3S 7名)
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編 集 後 記

0第20号をお届けします。本号は「宗谷地方における草地開発と肉牛飼養」をテーマに編集しました。

玉稿をいただきました 3先生ならびにコメントをいただいた先生方には厚く御礼申し上げますD 今年

度は現地研究会およびシンポジウムとも農業機械学会と共催でおこないました。様々な分野の方々が

集まり一つの問題を議論する乙とは本会の意義を益々高めるものと思っております。

0本年をもちまして本会は創立20周年を迎えることができました。乙れも、皆様方の御協力の賜物で

ございます。 20周年の記念行事といたしまして、シンポジウムのあとに記念祝賀会を催すとともに，

会報の20周年記念号を本年度中に発刊する予定です。

04月に幹事の異動がありました。会計幹事伊藤和彦が転出し，代わりに編集幹事であった松田従

三が会計幹事に，そして編集幹事は新たに近藤誠司(北大農学部・畜産学科)が務める乙とになりま

した。なお，総務および庶務幹事は従来どおりで異動はありません。

今後とも，よろしくお願い致します。(1 985. 11. 18 S . K) 

北海道家畜管理研究会報 第20号
昭和60年12月4日印刷
昭和60年12月4日発行
(会員頒布)

北海道家畜管理研究会
編集兼発行者

会長池内義則

060札幌市北区北9条西 9丁目
北海道大学農学部内

電話 011-716-2111(代表)
郵便振替口座番号 小樽4799
北海道拓殖銀行札幌駅北口支店
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北海道家畜管理研究会々則

第 1条 本会は北海道家畜管理研究会と言い，その事務局を北海道大学農学部に置く。

第 2条 本会は家畜管理等における機械化，省力化，衛生管理並びにその経済性などに関する

研究の促進及びその健全な普及を図る乙とを目的とする。

第 3条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1. 講演会及び研究会の開催。

2. 機関紙の刊行口

3. その他本会の目的を達成するに必要とする事業。

第 4条 本会は本会の目的に賛同する正会員及び賛助会員をもって構成するo

第 5条 本会には名誉会員をおく乙とができるo名誉会員は本会に功績のあった会員でs 評議

員会の推薦により総会において決定し，終身とする。

第 6条 本会は役員として会長1名，副会長2名，評議員若干名，監事2名及び幹事若干名を

おく。役員の任期は2カ年とする。但し再任を妨げない。会長は会務を総理し，本会

を代表する。評議員は講演会，研究会その他本会の目的達成に必要とする事業を企画

し評議する。幹事は庶務，会計，編集その他日常業務を執行する。なお，本会lとは顧

問をおく乙とが出来る。

第 7条 評議員，監事は総会において会員より選任する。会長及び副会長は評議員より互選し

総会において決定する口幹事は会長の委嘱によるo

第 8条 正会員の会費は年額2，000円とし，賛助会員の会費は1口以上， 1口の年額は5，000

円とする。

第 9条 総会は毎年1回開催し，会の運営に関する重要な事項を決定する。必要に応じて臨時

総会を開く乙とが出来る。

第 10条 本会の会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする。

第 11条 本会々則の変更は総会の決議によらなければならない。




